
伍
格
カ
〃
テ
〃
と
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
ー
独
古
価
楕
イ
ン
フ
レ
ー
シ
目
ン
論
‘

福
　
　
田
　
　
泰

雄

（21）価格カルテルとインフレーシ目ン

は
し
が
き

　
世
界
の
主
要
先
進
資
本
主
義
国
で
は
、
一
九
世
紀
末
か
ら
今
世

紀
初
頭
に
か
け
て
重
要
、
基
幹
産
業
に
お
い
て
少
数
巨
大
企
業
に

よ
る
独
ト
ロ
が
成
立
し
、
産
業
資
本
主
義
か
ら
独
占
資
本
主
義
へ
と

転
化
し
た
。
こ
の
独
占
の
成
立
と
共
に
、
一
八
世
紀
を
通
じ
て
長

期
的
に
低
落
傾
向
を
示
し
て
い
た
物
価
は
一
転
し
て
上
昇
傾
向
を

示
す
に
至
る
。
こ
の
こ
と
は
イ
ン
フ
レ
ー
シ
冨
ン
と
独
占
と
が
密

接
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
し
か
し
、
具
体
的

に
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
目
ン
は
、
独
占
の
如
何
な
る
内
実
に
由
来
す

る
の
か
。
独
占
は
、
種
々
の
具
体
的
協
調
形
態
を
持
つ
が
、
そ
の

中
で
最
も
一
般
的
か
つ
基
礎
的
協
調
形
態
が
価
楕
カ
ル
テ
ル
で
あ

る
。
独
占
は
、
価
椿
カ
ル
テ
ル
を
も
っ
て
成
立
し
、
さ
ら
に
そ
の

上
で
他
の
独
占
的
協
調
↓
例
え
ぱ
数
量
カ
ル
テ
ル
、
設
備
投
資
調

整
カ
ル
テ
ル
ヘ
と
発
展
す
る
。
本
稿
の
課
題
は
、
主
要
生
産
財
部

門
で
の
価
格
カ
ル
テ
ル
に
よ
る
独
占
価
格
形
成
す
な
わ
ち
、
生
産

価
格
の
独
占
価
格
へ
の
転
化
が
如
何
な
る
プ
ロ
セ
ス
を
へ
て
全
般

的
物
価
上
昇
に
結
実
す
る
の
か
を
解
明
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の

こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
ン
フ
レ
i
シ
目
ン
と
い
う
マ
ク
ロ
の
現
象
の

根
源
が
、
ミ
ク
ロ
次
元
で
の
価
格
カ
ル
テ
ル
に
あ
る
こ
と
が
証
明
さ

れ
よ
う
。

　
す
で
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
対
民
間
信
用
レ
ペ
ル
の
通
貨
供
給
と

物
個
の
規
定
関
係
に
お
い
て
不
換
制
の
下
で
も
物
価
↓
通
貨
供
給

と
い
う
関
係
が
成
立
し
、
従
っ
て
イ
ン
フ
レ
ー
シ
目
ン
の
根
源
は
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物
価
の
側
つ
ま
り
実
体
経
済
の
側
に
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
＾
1
）

い
こ
と
、
そ
し
て
具
体
的
に
実
体
経
済
に
お
け
る
一
大
変
化
が
独

占
の
成
立
に
あ
り
そ
の
下
で
独
占
価
樒
が
如
何
に
し
て
形
成
さ
れ

　
＾
2
）

る
の
か
を
考
察
し
た
。
本
稿
は
、
以
上
の
成
果
を
基
礎
に
議
論
を

さ
ら
に
上
向
展
開
し
、
独
占
の
影
響
下
に
あ
る
市
場
構
造
に
お
け

る
傾
向
的
か
つ
全
般
的
物
個
上
昇
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
追
跡
す

る
も
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
拙
稿
「
イ
ン
フ
レ
ー
シ
目
ン
の
一
基
本
間
題
－
通
貨
供
給
の
受

　
　
動
性
－
」
（
『
一
橋
論
叢
』
9
1
1
6
、
一
九
八
四
年
六
月
号
）

　
（
2
）
　
拙
稿
「
独
占
個
楕
の
形
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
（
『
土
地
制
度
史
学
』

　
　
9
4
、
一
九
八
二
年
一
月
号
）

個
楕
カ
ル
テ
ル
と
需
要
曲
線
の
上
方
シ
フ
ト

　
わ
れ
わ
れ
は
、
自
由
競
争
に
よ
っ
て
長
期
平
均
的
に
形
成
さ
れ

る
需
給
均
衡
体
系
す
な
わ
ち
、
各
部
門
で
生
産
価
格
が
成
立
し
て

い
る
状
態
を
議
論
の
出
発
点
に
置
く
。
し
か
も
、
各
部
門
で
は
右

下
が
り
需
要
曲
線
の
存
在
が
前
提
と
さ
れ
る
。
実
際
、
価
直
価
格

の
生
産
価
格
へ
の
転
化
は
、
資
本
流
出
に
よ
っ
て
供
給
量
が
減
少

し
需
要
量
が
強
制
的
に
縮
小
さ
れ
た
都
門
で
は
市
場
価
格
が
上
昇

し
、
反
対
に
資
本
の
流
入
に
よ
っ
て
供
給
量
が
増
大
し
た
部
門
で

は
市
場
価
椿
が
下
藩
し
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
需
要
量
が
拡
大
す
る
と

い
う
よ
う
に
、
右
下
が
り
需
要
曲
線
の
存
在
を
前
提
と
し
て
実
現

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
問
題
は
、
独
占
的
価
格
カ
ル
テ
ル
の

成
立
が
、
右
下
が
り
需
要
曲
線
の
下
で
生
産
価
格
均
衡
体
系
を
形

成
す
る
需
要
構
造
、
供
給
構
造
に
対
し
、
従
っ
て
市
場
価
格
決
定

に
係
わ
る
需
給
関
係
に
対
し
如
何
な
る
修
正
作
用
を
及
ぼ
す
の
か

で
あ
る
。
本
節
で
は
、
さ
し
あ
た
り
問
題
の
印
心
を
な
す
生
産
財

独
占
部
門
し
か
も
そ
の
需
要
面
に
考
察
を
限
定
し
、
当
該
部
門
に

お
い
て
右
下
が
り
需
要
曲
線
が
、
価
格
カ
ル
テ
ル
に
よ
る
独
占
的

価
格
つ
り
上
げ
を
媒
介
と
し
て
上
方
に
シ
フ
ト
さ
れ
る
こ
と
を
論

証
す
る
。
　
　
　
　
　
．

　
生
産
価
椿
均
衡
体
系
の
変
容
、
あ
る
い
は
崩
壊
の
第
一
歩
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
ユ
）

独
占
部
門
に
お
け
る
生
産
価
樒
の
独
占
価
格
へ
の
転
化
で
あ
る
。

市
場
生
産
価
格
は
、
自
由
競
争
に
よ
っ
て
傾
向
的
法
則
的
に
形
成

さ
れ
る
需
給
均
衡
の
産
物
で
あ
る
。
需
要
と
供
総
の
関
係
は
、
一

般
的
に
言
え
ぱ
、
供
給
者
と
し
て
の
売
り
手
間
の
競
争
、
需
要
者

と
し
て
の
買
い
手
間
の
競
争
、
最
後
に
売
り
手
と
買
い
手
の
間
の

競
争
、
こ
れ
ら
三
す
く
み
の
競
争
関
係
の
総
体
か
ら
な
る
。
そ
し

て
、
具
体
的
に
は
、
産
業
資
本
主
義
下
の
場
合
に
は
、
都
門
間
競

争
に
伴
う
資
本
の
都
門
間
移
動
が
、
売
り
手
の
数
あ
る
い
は
個
々
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の
売
り
手
の
供
給
規
模
を
調
整
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
長
期
平
均
的

に
市
場
生
産
価
格
で
バ
ラ
ン
ス
す
る
需
給
比
率
、
三
面
的
競
争
関

係
を
形
成
す
る
。
こ
の
需
給
一
致
の
下
で
は
、
他
者
の
値
引
き
に

は
即
座
に
対
応
し
つ
つ
他
者
を
出
し
抜
い
て
自
己
の
販
路
を
ヨ
リ

拡
大
せ
ん
と
し
結
局
価
格
を
押
し
下
げ
る
方
向
に
作
用
す
る
売
り

手
間
競
争
と
、
他
方
の
わ
れ
先
に
需
要
を
満
た
さ
ん
と
し
結
局
価

格
を
押
し
上
げ
る
方
向
に
作
用
す
る
買
い
手
間
の
競
争
は
、
均
衡

し
市
場
生
産
価
椿
が
成
立
す
る
。
だ
が
、
産
業
賞
本
主
義
が
崩
壊

し
諸
資
本
の
集
積
・
集
中
の
進
展
に
伴
う
売
り
手
の
減
少
を
基
礎

に
売
り
手
の
間
で
価
格
カ
ル
テ
ル
が
成
立
し
、
売
り
手
の
間
で
は

競
争
に
代
っ
て
協
調
関
係
が
成
立
す
る
や
否
や
、
生
産
価
格
を
実

現
し
た
三
面
的
競
争
の
均
衡
関
係
は
崩
れ
る
。
価
格
カ
ル
テ
ル
の

結
成
に
よ
り
売
り
手
間
競
争
は
止
揚
さ
れ
る
。
他
方
買
い
手
間
競

争
は
従
来
の
ま
ま
存
在
し
買
い
手
は
互
い
に
価
格
を
押
し
上
げ
あ

う
。
結
果
は
、
売
り
手
の
買
い
手
に
対
す
る
優
位
性
の
確
立
で
あ

り
、
市
場
価
格
の
生
産
価
格
を
上
回
っ
て
の
上
昇
、
す
な
わ
ち
独

占
価
樒
の
成
立
で
あ
る
。
独
占
価
格
の
成
立
と
同
時
に
、
平
均
利

潤
体
系
も
修
正
を
受
け
、
独
占
は
平
均
利
潤
を
上
回
る
独
占
的
超

過
利
潤
を
獲
得
し
、
他
方
非
独
占
資
本
は
、
逆
対
応
的
に
マ
イ
ナ

ス
の
超
過
利
潤
を
背
負
わ
さ
れ
利
潤
は
平
均
利
潤
を
下
回
る
。

　
問
題
は
、
価
格
カ
ル
テ
ル
に
よ
る
独
占
的
価
椿
つ
り
上
げ
が
、

具
体
的
に
生
産
財
独
占
部
門
で
行
な
わ
れ
た
場
合
、
そ
の
価
楕
つ

り
上
げ
は
当
該
部
門
に
対
す
る
需
要
量
、
需
要
額
に
対
し
如
何
な

る
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
の
か
で
あ
る
。
さ
し
あ
た
り
考
え
ら
れ

る
イ
ン
パ
ク
ト
は
需
要
の
量
的
減
少
で
あ
る
。
需
要
曲
線
に
つ
い

て
の
一
般
理
論
に
従
え
ぱ
、
価
格
の
上
昇
は
需
要
量
の
減
少
を
も

た
ら
す
。
当
面
生
産
財
独
占
部
門
以
外
の
価
格
は
所
与
と
仮
定
さ

れ
て
お
り
、
従
っ
て
独
占
部
門
で
価
格
つ
り
上
げ
が
行
な
わ
れ
れ

ぱ
、
今
ま
で
独
占
部
門
か
ら
生
産
財
を
購
入
し
て
い
た
非
独
占
部

門
で
は
マ
イ
ナ
ス
の
所
得
効
果
を
被
り
、
ま
た
代
替
効
果
も
作
用

し
て
、
独
占
部
門
に
対
す
る
需
要
量
は
減
少
す
る
こ
と
に
な
る
か

ら
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ぱ
、
独
占
的
価
格
つ
り
上
げ
は
、
独
占
部

門
に
お
い
て
は
、
生
産
価
椿
体
系
下
で
与
え
ら
れ
て
い
た
右
下
が

り
需
要
曲
線
に
そ
っ
て
均
衡
点
を
左
上
方
に
移
動
さ
せ
る
に
留
ま

り
、
需
要
曲
線
そ
れ
自
体
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
何
ら
生
じ
な
い
こ

と
に
な
る
。

　
確
か
に
、
独
占
部
門
と
非
独
占
部
門
と
の
関
係
に
お
い
て
は
以

上
の
議
論
が
妥
当
す
る
。
非
独
占
価
格
に
対
す
る
独
占
価
格
の
相

対
価
格
上
の
有
利
化
に
よ
り
、
非
独
上
］
資
本
は
独
占
的
超
過
利
潤

に
相
当
す
る
マ
イ
ナ
ス
の
超
過
利
潤
の
負
担
を
強
い
ら
れ
生
産
的
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1図

　
　
　
占

○
鰐

　
　
　
ヨ

O
㈹
鮎

（C）

非独占

（ヘニ：毒蓑農襲；；）

支
出
規
模
を
縮
小
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
だ
が
、
独
占
都
門
に
対
す

る
非
独
占
部
門
の
需
要
量
の
減
少
（
亭
）
は
、
新
た
な
販
路
の
創

出
に
よ
っ
て
補
わ
れ
る
。
非
独
占
部
門
だ
け
で
は
な
く
同
じ
独
占

部
門
も
独
占
部
門
財
の
需
要
者
だ
か
ら
で
あ
る
。
図
1
は
、
社
会

的
生
産
部
門
を
ω
独
占
生
産
財
部
門
、
㈲
非
独
占
生
産
財
都
門
、

○
非
独
占
消
費
財
部
門
の
三
部
門
に
分
割
し
た
場
合
の
部
門
間
相

互
の
取
引
関
係
を
示
す
。
も
ち
ろ
ん
、
現
実
に
は
消
費
財
部
門
も

独
占
と
非
独
占
と
に
二
分
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
単
純
化
の
た
め

本
稿
で
は
消
費
財
部
門
を
す
べ
て
非
独
占
部
門
と
仮
定
す
る
。
図

中
の
矢
印
は
、
商
品
の
販
路
方
向
を
示
し
、
独
占
生
産
財
部
門
の

販
路
は
、
非
独
占
⑧
、
o
グ
ル
ー
プ
と
自
グ
ル
ー
プ
内
部
取
引
に

二
分
さ
れ
る
。
独
占
的
価
格
つ
り
上
げ
が
行
な
わ
れ
た
場
合
、
非

独
占
㈲
、
◎
部
門
の
㈹
部
門
に
対
す
る
需
要
量
は
減
少
す
る
が
、

し
か
し
そ
れ
は
事
態
の
半
面
に
す
ぎ
な
い
。
独
占
部
門
で
は
、
独

占
的
超
過
利
潤
の
獲
得
、
所
得
条
件
の
好
転
に
よ
っ
て
生
産
的
支

出
が
拡
大
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
っ
て
ω
グ
ル
ー
プ
内
相
互
取
引
も
拡

大
さ
れ
る
。
平
均
利
潤
を
上
回
っ
て
超
過
利
潤
が
得
ら
れ
る
と
な

れ
ぱ
、
独
占
資
本
、
非
独
占
資
本
の
区
別
な
く
、
資
本
は
、
投
資

を
増
額
し
生
産
規
模
の
拡
大
を
計
る
。
生
産
財
独
占
都
門
ω
に
お

け
る
内
部
取
引
の
拡
大
は
そ
う
し
た
超
過
利
潤
の
獲
得
競
争
に
促

進
さ
れ
た
生
産
財
購
入
拡
大
の
反
映
で
あ
り
、
内
部
取
引
の
拡
大

に
よ
り
非
独
占
部
門
の
需
要
減
少
分
は
埋
め
合
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
　
カ
ル
テ
ル
価
格
が
実
現
す
る
独
占
的
超
過
利
潤
は
、
㈹
グ
ル
ー

プ
の
内
部
で
の
相
互
的
取
引
拡
大
の
契
機
と
な
る
ぱ
か
り
で
は
な

く
、
拡
大
の
際
の
購
買
カ
を
支
え
る
。
非
独
占
部
門
⑲
、
◎
の
独

上
］
部
門
ω
に
対
す
る
需
要
量
減
少
（
亭
）
の
直
接
的
原
因
と
な
っ

た
マ
イ
ナ
ス
の
超
過
利
潤
は
、
独
占
的
超
過
利
潤
に
転
化
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
独
占
部
門
相
亙
の
内
部
取
引
の
拡
大
に
よ
る
需
要

量
増
大
（
亭
）
の
際
、
そ
の
購
買
カ
上
の
基
礎
と
な
る
。
．
た
だ
、
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ン
　
冨
　
シ
　
’
　
レ
　
フ
　
ン
　
イ
　
と
　
ル
　
テ
　
ル
　
カ
　
格
　
価

．
5
）

　
o

非
独
占
都
門
の
減
少
需
要
額
は
、
ω
部
門
財
の
生
産
価
格
を
、
ト

と
す
れ
ぱ
、
」
冒
×
、
ト
で
あ
り
、
こ
の
」
白
×
、
ト
に
当
た
る
超
過

利
潤
が
独
占
相
互
の
内
部
敢
引
拡
大
の
基
礎
と
な
る
に
し
て
も
、

独
占
財
の
価
格
は
今
で
は
、
』
を
上
回
る
、
』
、
に
つ
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
た
め
ま
の
生
産
財
の
購
入
に
際
し
て
独
占
部
門
で
は

」
曽
X
（
、
』
、
1
、
』
）
の
購
買
カ
不
足
を
来
す
。
し
か
し
、
こ
の
亭

x
（
、
』
、
1
、
ト
）
の
購
買
カ
・
所
得
は
、
独
占
資
本
が
つ
り
上
げ
ら

れ
た
価
格
、
』
、
で
相
互
に
売
買
し
合
い
、
従
っ
て
」
s
に
帰
属

す
る
利
潤
部
分
を
名
目
的
に
膨
ら
ま
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
保
証
さ

れ
る
。
こ
の
点
を
図
2
に
お
い
て
見
れ
ぱ
、
ま
ず
生
産
財
亭
は

以
前
非
独
占
部
門
が
亭
X
、
ト
（
面
積
■
万
0
亙
）
の
所
得
を
も

っ
て
購
入
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
独
占
へ
の
所
得
移
転
に
よ
っ

て
こ
の
生
産
財
亭
は
独
占
部
門
で
吸
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、
、
』
、
X
』
曽
（
面
積
〃
B
0
亙
）
の
う
ち
、
ト
×
」
S
（
面

積
λ
3
0
刃
）
を
上
回
る
面
積
∫
λ
且
亙
が
、
非
独
占
か
ら
得
た

趨
過
利
潤
を
越
え
て
対
独
占
に
支
払
う
必
要
の
あ
る
独
占
資
本
の

追
加
的
支
出
す
な
わ
ち
購
買
カ
不
足
額
を
示
す
。
こ
の
不
足
分
は
、

』
、
（
1
－
、
』
「
、
』
）
の
価
楕
つ
り
上
げ
に
対
し
自
ら
も
販
売
の
際

に
は
そ
れ
だ
け
の
価
格
上
乗
せ
を
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
独
占
が

相
。
互
的
に
補
い
合
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
価
椅
カ
ル
テ
ル
は
、

ω
グ
ル
ー
プ
内
相
互
売
買
に
お
い
て
イ
ン
フ
レ
所
得
を
生
み
出
し
、

独
占
的
超
過
利
潤
に
加
え
こ
の
イ
ン
フ
レ
所
得
が
超
過
需
要
と
な

っ
て
生
産
財
」
8
に
つ
い
て
も
さ
を
上
回
る
、
ト
、
で
の
販
売

を
可
能
と
す
る
。
価
樒
カ
ル
テ
ル
は
、
一
方
で
独
占
的
価
楕
つ
り

上
げ
を
も
た
ら
す
と
同
時
に
、
他
方
で
そ
れ
を
支
え
る
代
替
需
要
、

所
得
基
盤
を
作
り
出
し
、
需
要
量
の
滅
少
を
伴
う
こ
と
な
く
価
格

、
ト
の
、
』
、
へ
の
つ
り
上
げ
を
可
能
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
独
占
生
産
財
部
門
ω
に
お
け
る
カ
ル
テ
ル
価
椿

の
設
定
は
、
利
潤
配
分
の
変
更
を
媒
介
と
し
て
、
非
独
占
都
門
か

ら
独
占
都
門
へ
側
部
門
財
（
」
8
）
の
需
要
主
体
の
変
更
従
っ
て
生

産
財
配
分
の
変
更
を
も
た
ら
す
。
し
か
も
、
こ
の
配
分
変
更
は
力

2図

価
格
4
D＼　■

、
■

、

〃

ハ
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ル
テ
ル
価
格
の
下
で
な
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
側
生
産
財
部
門
の

需
要
曲
線
は
上
方
に
シ
フ
ト
さ
れ
る
。
確
か
に
、
ミ
ク
ロ
の
需
要

理
論
が
説
く
よ
う
に
、
そ
の
原
因
が
価
格
カ
ル
テ
ル
に
せ
よ
何
で

あ
れ
・
一
旦
価
楕
上
昇
が
生
じ
れ
ぱ
・
一
面
で
は
必
ず
需
要
量
の

滅
少
が
生
じ
る
。
こ
こ
で
は
、
非
独
占
部
門
か
ら
の
需
要
量
は
減

少
し
、
そ
の
点
か
ら
す
れ
ぱ
、
需
給
均
衡
点
は
需
要
曲
線
刀
〃

（
図
2
）
に
沿
っ
て
刃
か
ら
〃
へ
移
動
し
よ
う
。
そ
し
て
、
ω
独

占
部
門
が
㈲
、
o
非
独
占
部
門
と
の
み
取
引
関
係
を
持
つ
と
す
れ

ぱ
、
独
上
］
価
楕
設
定
に
伴
う
波
及
効
果
は
、
こ
の
均
衡
点
移
動
に

限
定
さ
れ
よ
う
。
だ
が
、
実
際
の
ω
部
門
に
相
当
す
る
生
産
都
門

は
単
一
産
業
で
は
な
く
、
複
数
の
産
業
、
複
数
の
独
占
部
門
か
ら

成
る
。
表
式
で
い
え
ぱ
、
独
占
相
互
の
取
引
は
、
第
－
部
門
の
乃

内
部
循
環
を
形
成
す
る
。
独
占
的
超
過
利
潤
の
取
得
は
、
独
占
の

予
算
制
約
条
件
を
好
転
さ
せ
、
そ
の
こ
と
か
ら
ω
グ
ル
ー
プ
内
部

取
引
が
拡
大
さ
れ
る
。
し
か
も
、
そ
の
際
、
価
格
は
つ
り
上
げ
ら

れ
た
き
、
の
水
準
で
硬
直
的
に
維
持
さ
れ
・
従
っ
て
均
衡
点
は

〃
か
ら
さ
ら
に
亙
（
図
2
）
へ
移
動
す
る
。
こ
う
し
て
初
期
均
衡

点
五
は
結
果
的
に
亙
へ
移
動
す
る
。
ま
た
、
わ
れ
わ
れ
は
、
自

由
競
争
下
の
均
衡
体
系
を
議
論
の
出
発
点
と
し
た
が
故
に
、
価
椿

カ
ル
テ
ル
が
も
た
ら
す
均
衡
点
の
移
動
を
E
か
ら
亙
と
結
論
し
た

が
、
移
動
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
刃
点
に
限
ら
ず
需
要
曲
線
刀
〃
上
の

ど
の
点
を
と
っ
て
も
同
様
に
妥
当
す
る
。
価
格
カ
ル
テ
ル
は
、
相

互
取
引
の
拡
大
、
つ
ま
り
生
産
財
配
分
の
変
動
を
引
き
起
こ
し
、

需
要
曲
線
刀
〃
を
d
♂
へ
と
上
方
に
シ
フ
。
ト
す
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
見
た
よ
う
に
、
価
格
カ
ル
テ
ル
は
需
要
曲
線
の
上
方
シ
フ

ト
に
お
い
て
規
定
的
役
割
を
担
う
の
で
あ
る
が
、
ま
さ
に
こ
の
需

要
曲
線
の
上
方
シ
フ
ト
に
お
い
て
、
同
じ
独
占
的
協
調
形
態
と
し

て
の
数
量
カ
ル
テ
ル
、
設
備
投
資
調
整
カ
ル
テ
ル
等
と
区
別
さ
れ

る
価
格
カ
ル
テ
ル
の
独
自
性
が
端
的
に
現
れ
る
。
第
一
に
、
価
格

カ
ル
テ
ル
は
価
楕
つ
り
上
げ
の
直
接
的
原
因
を
な
す
。
価
格
つ
り

上
げ
は
、
一
面
で
は
非
独
占
部
門
の
マ
イ
ナ
ス
の
超
過
利
潤
に
よ

り
非
独
古
部
門
か
ら
の
需
要
減
少
、
そ
れ
に
伴
う
供
給
減
少
を
も

た
ら
す
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
で
も
、
供
給
量
の
減
少
は
、
価
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

つ
り
上
げ
に
伴
う
需
要
量
の
減
少
の
結
果
で
あ
っ
て
、
価
格
上
昇

　
、
　
　
　
、

の
原
因
を
な
す
わ
け
で
は
な
い
。
第
二
に
、
カ
ル
テ
ル
価
楕
は
独

占
的
超
過
利
潤
の
形
成
に
よ
り
他
面
で
は
独
占
白
身
に
よ
る
需
要

増
大
を
も
た
ら
す
が
、
需
要
増
加
に
対
応
す
る
供
給
増
加
の
際
、

価
格
は
カ
ル
テ
ル
行
為
に
よ
り
硬
直
的
に
維
持
さ
れ
る
。
供
給
制

限
、
過
少
供
給
が
原
因
と
な
っ
て
価
格
つ
り
上
げ
が
な
さ
れ
た
と

す
れ
ば
、
独
占
資
本
に
よ
る
追
加
需
要
が
発
生
し
、
そ
れ
を
受
け
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て
供
給
が
も
と
の
水
準
に
回
復
す
る
や
否
や
、
価
樒
水
準
も
“
、

か
ら
さ
の
生
産
価
格
水
準
に
下
落
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
、

価
椿
カ
ル
テ
ル
成
立
下
に
あ
っ
て
は
、
需
要
量
の
回
復
・
供
給
量

の
回
復
は
、
独
占
価
格
、
』
、
の
ま
ま
行
な
わ
れ
る
。
非
独
占
部

門
の
需
要
量
の
減
少
に
代
わ
る
独
占
部
門
白
身
の
需
要
量
の
増
加

と
い
う
条
件
の
下
で
、
価
楕
カ
ル
テ
ル
は
、
一
種
の
超
過
需
要
状

態
を
作
り
出
し
、
価
格
を
硬
直
的
に
推
移
さ
せ
、
結
果
と
し
て
需

要
曲
線
の
上
方
シ
フ
ト
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
詳
し
く
は
、
前
掲
「
独
占
価
格
の
形
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
第
二
節

　
　
参
照
。

＝
　
需
要
曲
線
の
上
方
シ
フ
ト
と
一
般
物
価
水
準
の
上
昇

　
前
節
に
お
い
て
は
、
一
国
経
済
を
ω
独
占
生
産
財
部
門
、
⑧
非

独
占
生
産
財
部
門
、
o
非
独
占
潴
費
材
部
門
の
三
グ
ル
ー
プ
に
区

分
し
た
上
で
、
㈹
独
上
］
部
門
を
分
析
の
焦
点
に
据
え
そ
こ
に
お
け

る
需
要
曲
線
の
上
方
シ
フ
ト
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
し
た
。
本

節
に
お
い
て
は
、
供
給
側
面
に
つ
い
て
は
前
節
同
様
に
生
産
価
楕

体
系
下
の
蓄
積
・
生
産
構
成
を
な
お
も
前
提
と
し
つ
つ
、
独
占
的

需
要
曲
線
の
上
方
シ
フ
ト
が
非
独
占
部
門
㈲
、
o
財
に
対
す
る
需

要
に
如
何
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
を
追
跡
す
る
。
自
由
競
争
下
、

し
か
も
理
想
平
均
の
次
元
に
お
い
て
は
、
価
直
価
楮
と
生
産
価
楕

と
の
総
計
一
致
が
成
立
し
、
さ
ら
に
同
じ
論
理
に
よ
っ
て
市
場
価

格
と
生
産
価
格
と
の
総
計
一
致
が
成
立
し
た
。
あ
る
部
門
で
の
市

場
価
格
の
生
産
価
格
か
ら
の
背
離
は
、
他
の
部
門
で
の
市
場
価
格

の
逆
方
向
へ
の
背
離
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
間
題

は
、
こ
の
場
合
と
同
様
に
、
独
占
部
門
に
お
け
る
需
要
曲
線
の
上

方
シ
フ
ト
に
よ
る
市
場
価
格
の
生
産
価
格
か
ら
の
上
方
背
離
が
、

果
し
て
非
独
占
部
門
に
お
け
る
市
場
価
格
の
生
産
価
格
以
下
へ
の

背
離
を
も
た
ら
し
、
よ
っ
て
市
場
価
樒
と
生
産
価
楕
と
の
総
計
上

の
一
致
が
な
お
も
維
持
さ
れ
る
の
か
否
か
で
あ
る
。

　
ω
独
占
部
門
に
お
け
る
独
占
価
格
設
定
の
影
響
は
、
㈲
非
独
占

生
産
財
都
門
に
築
約
化
さ
れ
て
現
わ
れ
る
。
第
一
に
考
え
ら
れ
る

影
響
は
、
㈲
部
門
財
に
対
す
る
需
要
減
少
で
あ
る
。
す
で
に
触
れ

た
よ
う
に
、
ω
部
門
の
独
占
的
超
過
利
潤
の
源
泉
は
、
非
独
占
㈹
、

。
o
都
門
の
平
均
利
潤
か
ら
の
一
部
収
奪
で
あ
り
、
従
っ
て
独
占
個

格
設
定
は
、
即
非
独
占
部
門
の
資
本
支
出
力
の
低
下
に
つ
な
が
り
、

前
節
で
指
摘
し
た
独
占
部
門
に
対
す
る
需
要
減
少
の
み
な
ら
ず
、

さ
ら
に
⑧
部
門
内
部
で
の
相
互
取
引
の
縮
小
、
o
非
独
占
消
費
財

部
門
の
㈲
部
門
に
対
す
る
生
産
財
需
要
の
滅
退
を
不
可
避
と
す
る
。

㈱
部
門
は
、
ω
部
門
同
様
相
互
の
内
部
取
引
関
係
を
持
ち
、
ま
た
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○
部
門
は
、
ω
部
門
か
ら
だ
け
で
は
な
く
⑧
部
門
か
ら
も
生
産
財

を
購
入
し
（
図
1
）
、
従
っ
て
㈲
、
O
非
独
占
部
門
に
お
け
る
予

算
制
約
条
件
の
悪
化
は
、
両
非
独
占
部
門
の
⑧
部
門
に
対
す
る
生

産
財
需
要
の
減
退
を
招
く
の
で
あ
る
。
こ
の
非
独
占
部
門
の
所
得

滅
少
、
そ
の
こ
と
に
よ
る
需
要
の
滅
少
は
、
⑧
部
門
の
需
要
曲
線

老
下
方
に
シ
フ
ト
す
る
効
果
を
持
つ
。
だ
と
す
れ
ぱ
、
こ
の
下
方

シ
フ
ト
に
よ
り
独
占
部
門
で
の
上
方
シ
フ
ト
は
相
殺
さ
れ
、
市
場

価
椿
（
独
古
価
格
）
の
生
産
価
椿
か
ら
の
上
方
背
離
は
、
非
独
占

価
椿
の
下
方
背
離
に
よ
っ
て
埋
め
合
わ
さ
れ
、
市
場
価
格
と
生
産

価
格
と
の
総
計
一
致
は
維
持
さ
れ
よ
う
。

　
し
か
し
、
第
二
に
他
面
で
は
、
独
占
部
門
の
需
要
曲
線
の
上
方

シ
フ
ト
は
、
㈲
都
門
財
に
対
す
る
新
た
な
需
要
を
喚
起
す
る
。
ま

ず
考
え
ら
れ
る
の
は
、
代
替
需
要
で
あ
ろ
う
。
ω
部
門
財
の
価
格

つ
り
上
げ
は
生
産
財
と
し
て
は
同
じ
㈲
部
門
財
に
対
す
る
代
替
需

要
を
生
む
。
し
か
し
、
現
実
問
題
と
し
て
は
、
こ
の
代
替
効
果
は

大
き
な
意
味
を
も
た
な
い
。
本
稿
で
は
生
産
性
一
定
と
仮
定
さ
れ

る
が
、
現
実
に
は
、
独
占
企
業
は
、
昌
リ
豊
宮
な
資
金
カ
、
大
規

模
生
産
設
備
を
背
景
に
、
新
技
術
導
入
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ヅ
ト
利

用
に
よ
り
生
産
性
上
昇
率
の
面
で
非
独
占
部
門
に
対
し
優
位
性
を

持
つ
。
こ
の
優
位
性
の
た
め
、
独
占
的
価
樒
つ
り
上
げ
の
下
で
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

独
占
は
非
独
占
に
対
す
る
相
対
価
格
を
必
ず
し
も
つ
り
上
げ
る
必

要
は
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
㈲
部
門
へ
の
需
要
代
替
は
実
際
に
は
問
題

と
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
問
題
は
独
占
都
門
の
所
得
条
件
の
変
化

か
ら
す
る
独
占
の
㈲
部
門
に
対
す
る
需
要
の
変
化
で
あ
る
。
独
占

は
、
独
占
的
超
過
利
潤
の
取
得
を
契
機
に
グ
ル
ー
プ
内
相
互
の
取

引
拡
大
と
並
行
し
て
㈲
部
門
と
の
取
引
を
も
拡
大
す
る
。
例
え
ぱ
、

独
占
企
業
と
下
講
け
企
業
と
の
関
係
に
お
い
て
そ
う
で
あ
る
よ
う

に
、
独
占
企
業
の
生
産
拡
張
は
、
非
独
占
生
産
財
企
業
と
の
取
引

拡
大
を
前
提
と
す
る
。
こ
の
独
占
部
門
の
予
算
条
件
の
好
転
に
起

因
す
る
㈲
部
門
に
対
す
る
追
加
需
要
は
、
非
独
占
都
門
の
㈲
都
門

に
対
す
る
需
要
減
少
を
補
う
。

　
つ
ま
り
、
独
占
価
楮
設
定
に
よ
る
利
潤
配
分
の
修
正
の
結
果
、

㈲
部
門
に
対
す
る
需
要
者
構
成
は
修
正
さ
れ
る
が
、
マ
ク
ロ
的
な

需
要
規
模
は
不
変
に
保
た
れ
る
の
で
あ
る
。
．
仮
に
、
非
独
占
部
門

㈲
、
O
の
マ
イ
ナ
ス
の
超
過
利
潤
が
各
一
〇
〇
で
、
⑧
、
O
部
門

で
は
以
前
そ
の
利
潤
相
当
分
を
ω
部
門
に
六
〇
、
㈲
部
門
に
四
〇

の
比
率
で
支
出
し
て
い
た
と
し
よ
う
。
独
占
価
椿
成
立
後
、
非
独

占
部
門
は
、
側
部
門
に
対
し
て
一
二
〇
、
働
部
門
に
対
し
て
八
O
、

需
要
を
減
少
さ
せ
る
が
、
他
方
で
は
、
独
占
部
門
が
非
独
占
都
門

か
ら
得
た
超
過
利
潤
二
〇
〇
を
内
部
取
引
に
二
一
〇
、
㈲
都
門
に
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対
し
八
○
支
出
し
よ
う
。
価
格
カ
ル
テ
ル
は
、
非
独
占
部
門
か
ら

独
占
資
本
へ
利
潤
の
一
部
移
転
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
よ
っ
て
㈹

部
門
財
の
場
合
と
同
様
⑲
部
門
財
の
需
要
構
成
を
独
占
資
本
へ
一

部
シ
フ
ト
す
る
が
、
ま
た
そ
の
シ
フ
ト
に
よ
っ
て
㈹
部
門
に
対
す

る
需
要
は
マ
ク
ロ
的
に
は
不
変
に
保
た
れ
る
。
そ
の
隈
り
で
は
、

独
占
部
門
で
の
需
要
曲
線
の
上
方
シ
フ
ト
を
相
殺
す
る
需
要
曲
線

似
逆
対
応
的
下
方
シ
フ
ト
は
生
じ
な
い
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
非
独
占
部
門
の
も
う
一
方
の
o
部
門
に
つ
い
て
で
あ
る

が
、
独
占
部
門
の
需
要
曲
線
の
上
方
シ
フ
ト
は
、
労
働
者
に
消
費

財
を
供
給
す
る
o
部
門
の
需
要
曲
線
に
対
し
て
も
逆
対
応
的
下
方

シ
フ
ト
を
も
た
ら
す
こ
と
は
な
い
。
非
独
占
部
門
㈲
、
o
で
マ
イ

ナ
ス
の
超
過
利
潤
を
多
少
な
り
と
も
カ
バ
ー
す
べ
く
労
賃
の
強
制

的
切
り
下
げ
が
な
さ
れ
れ
ぱ
別
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
こ
と
が
な

い
場
含
に
は
、
労
賃
額
一
定
で
あ
る
隈
り
o
部
門
に
対
す
る
需
要

に
変
化
は
な
い
。

　
要
す
る
に
、
生
産
財
独
占
都
門
の
需
要
曲
線
の
上
方
シ
フ
ト
、

従
っ
て
有
効
需
要
額
の
増
大
は
、
非
独
占
都
門
に
お
け
る
相
殺
的

有
効
需
要
額
の
減
少
、
従
っ
て
需
要
曲
線
の
相
殺
的
下
方
シ
フ
ト

を
必
ず
し
も
伴
わ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
生
産
構
造
不
変

と
い
う
想
定
の
下
で
、
独
占
部
門
で
の
需
要
曲
線
の
上
方
シ
フ
ト

に
よ
っ
て
生
じ
た
市
場
価
格
の
生
産
価
格
か
ら
の
上
方
背
離
（
図

2
の
孔
＆
亙
亙
）
は
、
非
独
占
価
格
の
下
方
背
離
に
よ
っ
て
は
相

殺
さ
れ
ず
、
そ
の
ま
ま
総
市
場
価
樒
の
総
生
産
価
格
を
上
回
る
膨

張
と
な
り
、
一
般
物
価
水
準
の
上
昇
を
招
く
。
な
る
ほ
ど
、
㈲
部

門
に
対
す
る
非
独
占
部
門
の
需
要
減
少
額
と
独
占
部
門
の
需
要
増

加
額
と
の
正
確
な
一
致
、
お
よ
び
非
独
占
部
門
に
お
け
る
賃
銀
一
・

定
不
変
の
仮
定
は
、
確
か
に
現
実
的
に
は
き
つ
い
仮
定
で
あ
る
。

し
か
し
、
要
は
、
独
占
部
門
に
お
け
る
需
要
曲
線
の
上
方
シ
フ
ト

は
シ
ン
メ
ト
リ
ヅ
ク
な
非
独
占
部
門
で
の
需
要
曲
線
の
下
方
シ
フ

ト
に
よ
っ
て
完
全
に
相
殺
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
㈲
都
門
に
対
す
る
需
要
は
減
少
す
る
側
面
だ
け
で
は
な
く
、

必
ず
新
た
に
増
加
す
る
側
面
を
持
ち
、
ま
た
o
都
門
に
対
す
る
需

要
に
つ
い
て
い
え
ぱ
、
非
独
占
資
本
は
マ
イ
ナ
ス
の
超
過
利
潤
を

す
べ
て
賃
銀
の
切
り
下
げ
に
転
化
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で

あ
る
。
だ
と
す
れ
ぱ
、
独
占
的
価
格
つ
り
上
げ
は
非
独
占
価
格
の

下
藩
に
よ
っ
て
完
全
に
相
殺
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
物
価
水
準
の

上
昇
が
必
ず
発
生
す
る
。
さ
ら
に
、
仮
に
㈲
部
門
に
対
す
る
需
要

増
加
が
減
少
分
に
満
た
な
い
と
し
て
も
、
物
価
の
上
昇
規
模
は
減

じ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
右
の
減
少
額

と
増
加
額
の
差
額
は
独
上
］
が
な
お
超
過
利
潤
を
所
得
と
し
て
保
有
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す
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
独
占
が
そ
れ
を
生
産
的
あ
る
い
は
消

費
的
に
支
出
す
れ
ぱ
、
そ
の
分
㈹
部
門
な
り
o
部
門
の
需
要
曲
線

は
上
方
シ
フ
ト
し
、
そ
れ
ゆ
え
、
結
局
、
独
占
部
門
で
当
初
に
生

じ
た
市
場
価
格
と
生
産
価
楕
の
背
離
は
、
⑧
部
門
で
需
要
曲
線
の

下
方
シ
フ
ト
が
全
く
生
じ
な
か
っ
た
場
合
と
同
様
の
効
果
を
も
っ

て
一
般
物
価
水
準
の
上
昇
に
結
ぴ
つ
く
か
ら
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
、
価
格
カ
ル
テ
ル
に
よ
る
価
椿
つ
り
上
げ
は
、
一
般

物
価
水
準
を
上
昇
さ
せ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
詰
る
と
こ
ろ
独

占
部
門
に
お
け
る
価
格
つ
り
上
げ
が
需
要
曲
線
の
上
方
シ
フ
ト
を

伴
う
形
で
な
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
カ
ル
テ
ル
の
成
立
基
盤
が
存

在
し
な
い
自
歯
競
争
の
支
配
下
に
お
い
て
は
、
仮
に
ω
都
門
で
市

場
価
楮
が
生
産
価
楮
以
上
に
上
昇
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
需
要

に
対
し
て
供
給
が
過
少
と
な
っ
た
結
果
で
あ
り
、
従
っ
て
そ
の
市

場
価
楮
の
上
昇
は
同
時
に
他
の
都
門
、
例
え
ぱ
⑲
都
門
で
の
過
剰

供
給
、
そ
の
こ
と
に
よ
る
㈲
部
門
で
の
市
場
価
格
の
逆
対
応
的
下

落
を
不
可
避
的
に
随
伴
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
一
方
の
市
場
価
楕
の

高
騰
は
他
方
の
下
落
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
総
計
上
市
場
価
格
と
生

産
価
楕
は
一
致
し
た
。
つ
ま
り
、
あ
る
部
門
で
の
市
場
価
格
の
上

昇
は
社
会
的
総
資
本
の
当
該
都
門
へ
の
過
少
割
り
当
て
の
結
果
で

あ
り
、
従
っ
て
そ
れ
は
同
時
に
他
部
門
で
の
社
会
的
総
資
本
の
過

剰
割
り
当
て
を
前
提
と
し
、
そ
れ
ゆ
え
一
方
の
市
場
個
格
の
生
産

価
格
か
ら
の
上
方
背
離
は
必
ず
他
方
で
下
方
背
離
を
伴
い
、
物
価

水
準
は
一
定
に
保
た
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
生
産
財
独

占
部
門
に
お
け
る
価
椿
つ
り
上
げ
は
、
需
要
曲
線
の
上
方
シ
フ
ト

の
下
で
実
現
さ
れ
、
過
少
供
給
の
結
果
と
し
て
生
じ
た
も
の
で
は

な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
市
場
価
樒
の
生
産
価
楕
か
ら
の
上
方
背

離
は
、
他
部
門
、
具
体
的
に
は
非
独
占
部
門
に
お
け
る
過
剰
供
給
、

そ
の
こ
と
に
よ
る
－
市
場
価
格
の
下
方
背
離
を
何
ら
前
提
と
し
な
い
。

従
っ
て
、
非
独
占
部
門
に
対
す
る
需
要
が
総
量
的
に
変
化
な
き
場

合
、
独
占
部
門
で
の
市
場
価
樒
の
上
方
背
離
は
、
そ
の
ま
ま
一
般

物
価
水
準
の
上
昇
と
な
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
価
楕
カ
ル
テ
ル
の
供

給
構
造
面
へ
の
影
響
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
（
次
節
で
考

察
）
、
価
樒
カ
ル
テ
ル
の
第
一
義
的
意
義
は
そ
の
需
要
構
造
へ
の

イ
ン
バ
ク
ト
に
あ
り
、
価
格
カ
ル
テ
ル
は
、
側
、
㈲
部
門
に
対
す

る
需
要
部
門
構
成
の
修
正
を
も
た
ら
す
一
方
、
そ
の
こ
と
を
べ
ー

ス
に
独
上
］
部
門
に
お
い
て
超
過
需
要
状
態
を
作
り
出
し
、
総
市
場

価
格
の
総
生
産
価
椿
か
ら
の
上
方
背
離
を
決
定
的
と
す
る
の
で
あ

る
。
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過
剰
・
過
少
蓄
稜
と
相
対
価
格
の
修
正

　
　
　
－
非
独
占
価
格
の
上
昇
1

　
以
上
、
わ
れ
わ
れ
は
、
各
部
門
で
生
産
価
格
が
実
現
し
て
い
る

長
期
均
衡
体
系
を
前
提
と
し
て
、
価
楕
カ
ル
テ
ル
が
成
立
し
独
占

的
価
椿
つ
り
上
げ
が
行
な
わ
れ
た
場
合
、
そ
れ
が
生
産
財
独
占
部

門
そ
れ
自
身
、
さ
ら
に
は
非
独
占
部
門
の
需
要
面
に
如
何
な
る
影

響
を
及
ぼ
す
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
。
し
か
し
、
価
格
カ
ル
テ
ル

が
も
た
ら
す
自
由
競
争
的
均
衡
体
系
へ
の
修
正
イ
ン
バ
ク
ト
は
、

対
需
要
面
に
留
ま
ら
な
い
。
修
正
作
用
は
、
蓄
積
構
造
つ
ま
り
生

産
構
造
を
含
め
た
供
給
構
造
に
及
ぱ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、

本
節
に
お
い
て
は
供
給
面
に
焦
点
を
据
え
、
生
産
価
格
体
系
を
実

現
し
た
蓄
積
構
造
・
供
給
構
造
が
価
格
カ
ル
テ
ル
の
作
用
に
よ
り

過
剰
蓄
積
（
独
占
）
と
過
少
蓄
積
（
非
独
占
）
に
二
極
化
し
、
さ

ら
に
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
需
給
一
致
の
た
め
価
格
水
準
不
変
と
さ

れ
て
い
た
非
独
占
価
格
に
お
い
て
も
過
少
供
給
に
よ
り
生
産
価
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
ユ
〕

を
上
回
る
上
昇
が
必
然
化
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
価
椿
カ
ル
テ
ル
の
供
給
構
造
へ
の
修
正
作
用
は
、
す
で
に
示
し

た
需
要
構
造
の
修
正
を
媒
介
と
し
そ
の
結
果
と
し
て
生
ず
る
。
社

会
的
総
資
本
の
商
品
資
本
循
環
□
ミ
、
l
Q
「
ミ
ー
、
－
ミ
、
］
に
よ

っ
て
示
さ
れ
る
再
生
産
表
式
に
お
い
て
、
単
純
再
生
産
か
ら
拡
大

再
生
産
へ
の
移
行
が
、
ミ
ー
Q
「
ミ
に
お
け
る
商
品
資
本
ミ
、

の
配
分
構
造
の
修
正
に
よ
っ
て
す
で
に
前
も
っ
て
準
備
さ
れ
た
よ

う
に
、
独
占
資
本
主
義
下
に
お
け
る
新
た
な
再
生
産
構
造
の
基
礎

は
、
商
品
資
本
、
具
体
的
に
は
生
産
手
段
の
需
要
・
配
分
構
成
の

修
正
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
。
ω
部
門
に
お
け
る
需
要
曲
線
の
上

方
シ
フ
ト
は
、
物
材
的
に
は
ω
グ
ル
ー
プ
内
部
取
引
の
拡
大
に
よ

り
ω
部
門
財
の
一
部
が
非
独
占
部
門
向
け
か
ら
独
占
部
門
向
け
に

販
路
変
更
さ
れ
た
結
果
で
あ
り
、
㈲
非
独
占
部
門
に
お
け
る
需
給

の
一
致
は
、
㈲
都
門
財
の
一
部
が
や
は
り
非
独
占
部
門
向
け
か
ら

独
占
部
門
向
け
に
販
路
変
更
さ
れ
た
結
果
で
あ
っ
た
。
需
要
曲
線

の
上
方
シ
フ
ト
を
含
む
独
占
的
需
要
構
造
の
体
系
は
、
そ
の
内
に

杜
会
的
総
生
産
手
段
配
分
に
お
け
る
非
独
占
部
門
か
ら
独
占
部
門

へ
の
シ
フ
ト
を
内
包
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
う
し
た
生
産

手
段
の
独
占
部
門
へ
の
傾
斜
配
分
は
利
潤
配
分
の
変
更
の
結
果
で

あ
っ
た
。
平
均
利
潤
の
独
占
利
潤
と
非
独
占
利
潤
と
へ
の
分
裂
に

よ
っ
て
生
産
手
段
配
分
の
変
更
が
必
然
的
に
も
た
ら
さ
れ
る
の
で

あ
る
。

　
こ
う
し
た
価
格
カ
ル
テ
ル
に
起
因
す
る
利
潤
配
分
の
修
正
↓
生

産
手
段
配
分
の
修
正
の
結
果
、
独
占
部
門
に
お
い
て
は
過
剰
蓄
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非独占部門

　
　
　
　
　
　
d

　
　
　
　
　
　
　
σ

く
＼
・

D

価
格
　
　
〃
〃
〃

吻刎

独占部門

生産雫

積
・
過
剰
供
給
、
非
独
占
部
門
に
お
い
て
は
過
少
蓄
稽
．
過
少
供

給
が
生
ず
る
。
供
給
構
造
の
修
正
は
、
価
楕
体
系
に
新
た
な
修
正

を
迫
る
。
す
な
わ
ち
、
独
占
部
門
で
は
、
過
剰
供
給
に
よ
り
価
格

低
下
が
生
じ
、
非
独
占
部
門
に
お
い
て
は
過
少
供
給
に
よ
り
価
楕

上
昇
が
生
ず
る
。
つ
ま
り
、
独
占
部
門
で
は
、
需
要
曲
線
の
上
方

シ
フ
ト
に
よ
り
市
場
価
格
は
、
一
旦
は
生
産
価
楕
、
ト
（
図
3
）

か
ら
■
～
、
へ
独
占
的
に
つ
り
上
げ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て

生
ず
る
過
剰
供
給
旨
、
に
よ
り
独
占
価
格
“
、
は
“
、
、
へ
の
低

下
を
余
儀
無
く
さ
れ
る
（
独
占
価
格
の
低
下
が
き
を
下
回
る
こ

と
な
く
き
、
、
の
水
準
に
維
持
さ
れ
る
の
は
、
価
格
カ
ル
テ
ル
に

加
え
数
量
カ
ル
テ
ル
、
設
備
投
資
制
限
カ
ル
テ
ル
に
よ
る
が
、
こ

の
点
詳
し
く
は
前
掲
「
独
占
価
格
の
形
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
第
三
節

参
照
）
。
他
方
、
非
独
占
部
門
で
は
、
過
少
供
給
冒
、
（
旨
、
）
に
t

り
市
場
価
椿
は
、
由
（
、
Q
）
か
ら
、
自
、
（
、
o
、
）
へ
と
上
昇
す
る
。

　
過
剰
と
過
少
と
の
楕
差
構
造
の
直
接
的
効
果
は
、
以
上
述
ぺ
た

相
対
価
椿
修
正
に
あ
る
が
、
こ
の
相
対
価
格
変
動
と
物
価
水
準
の

変
動
と
は
一
応
区
別
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、

樒
差
構
造
と
物
価
水
準
変
動
と
の
関
連
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
．

い
が
、
両
者
を
つ
な
ぐ
に
は
さ
ら
に
媒
介
項
を
必
要
と
し
（
次
節

で
考
察
）
、
楕
差
構
造
が
直
接
そ
の
ま
ま
で
物
価
水
準
を
上
昇
さ

せ
る
こ
と
は
な
い
。
過
剰
供
給
に
よ
る
独
占
価
椿
の
低
下
は
、
他

方
の
過
少
供
給
に
よ
る
非
独
占
価
格
の
上
昇
に
よ
っ
て
補
わ
れ
物

価
水
準
は
供
給
構
造
が
変
更
さ
れ
た
下
で
も
上
昇
し
た
水
準
に
維

持
さ
れ
る
が
、
そ
う
し
た
物
価
水
準
の
高
位
性
は
独
占
部
門
で
す

で
に
需
要
曲
線
が
上
方
シ
フ
ト
済
だ
か
ら
で
あ
り
、
過
少
供
給
に

基
づ
く
非
独
占
価
楮
上
昇
の
結
果
で
は
な
い
。
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供
給
構
造
の
不
均
衡
が
も
た
ら
す
価
格
体
系
へ
の
直
接
的
効
果

は
、
基
本
的
に
自
由
競
争
段
階
の
場
合
と
変
り
な
い
。
例
え
ば
、

生
産
価
格
体
系
を
基
準
と
す
れ
ば
、
部
門
間
競
争
を
捨
象
し
た
ヨ

リ
抽
象
的
次
元
で
成
立
す
る
価
直
価
格
体
系
は
過
剰
蓄
積
・
供
給

と
過
少
蓄
積
・
供
給
か
ら
な
る
不
均
衡
体
系
で
あ
る
。
有
機
的
構

成
の
高
い
部
門
は
、
資
本
の
流
出
を
呼
ぴ
起
こ
す
過
剰
蓄
積
・
供

給
部
門
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
市
場
価
格
（
価
直
価
楕
）
は
生
産
価

楮
を
下
回
る
。
他
方
、
有
機
的
構
成
の
低
い
部
門
は
資
本
の
流
入

を
呼
ぴ
起
こ
す
過
少
蓄
稜
・
供
給
都
門
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
市
場

価
椿
（
価
直
価
格
）
は
生
産
価
椅
を
上
回
る
。
だ
が
、
周
知
の
よ

う
に
、
一
方
の
市
場
価
格
の
下
方
背
離
は
、
他
方
の
上
方
背
離
に

よ
っ
て
相
殺
さ
れ
、
不
均
衡
下
の
市
場
価
格
（
価
直
価
楮
）
と
生

産
価
椿
は
総
計
上
一
致
し
、
平
均
価
格
水
準
に
差
異
は
生
じ
な
い
。

供
給
構
造
上
の
不
均
衡
そ
れ
自
体
は
、
相
対
価
椿
の
修
正
を
も
た

ら
し
て
も
、
平
均
価
格
水
準
の
変
動
は
も
た
ら
さ
な
い
の
で
あ

る
。　

独
占
資
本
主
義
段
階
に
お
い
て
は
、
蓄
積
・
供
給
構
造
の
不
均

衡
は
、
自
由
競
争
下
に
お
け
る
よ
う
な
部
門
間
の
資
本
移
動
に
よ

っ
て
絶
え
ず
再
修
正
さ
れ
る
偶
然
的
、
変
動
的
な
も
の
で
は
な
く
、

独
占
と
非
独
占
の
間
で
固
定
化
し
、
そ
れ
ゆ
え
構
造
的
不
均
衡
と

な
る
が
、
し
か
し
供
給
構
造
上
の
不
均
衡
が
そ
の
も
の
と
し
て
は

平
均
価
楮
水
準
の
修
正
で
は
な
く
、
相
対
価
格
修
正
を
伴
う
点
に

変
り
は
な
い
。
但
し
、
修
正
は
そ
の
ま
ま
構
造
的
に
定
着
化
す
る
。

価
格
カ
ル
テ
ル
に
よ
る
需
要
曲
線
の
上
方
シ
フ
ト
は
、
総
市
場
価

楮
の
総
生
産
価
椿
か
ら
の
上
方
背
離
を
も
た
ら
す
が
、
そ
の
上
方

背
離
の
枠
組
に
お
い
て
、
椿
差
構
造
は
、
独
占
価
楕
の
低
下
を
も

た
ら
す
一
方
、
非
独
占
価
椿
の
上
昇
を
引
き
起
こ
し
、
こ
う
し
て

そ
れ
ま
で
独
占
部
門
に
よ
っ
て
一
身
に
担
わ
れ
て
い
た
物
価
水
準

の
上
昇
は
今
や
非
独
占
部
門
に
ま
で
及
ぷ
こ
と
に
な
る
。
独
占
部

門
に
お
い
て
市
場
価
格
は
過
剰
蓄
積
・
供
給
下
に
も
か
か
わ
ら
ず

な
お
生
産
価
椿
を
上
回
っ
て
つ
り
上
げ
ら
れ
、
非
独
占
部
門
に
お

い
て
市
場
価
椿
は
過
少
供
給
故
に
生
産
価
椿
を
上
回
っ
て
上
昇
す

る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
格
差
構
造
の
形
成
が
相
対
価
格
を
修
正
す
る
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
自
体
が
即
物
価
水
準
の
上
昇
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
と

は
い
え
、
相
対
価
格
の
修
正
が
生
産
価
格
体
系
と
比
較
し
て
一
段

上
昇
し
た
物
価
水
準
の
枠
内
で
な
さ
れ
る
の
は
、
あ
く
ま
で
格
差

構
造
と
し
て
一
方
の
過
少
が
他
方
の
過
剰
で
補
わ
れ
、
投
下
資
本

規
模
が
一
定
に
保
た
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
部
門
で
供
給

が
過
少
と
な
れ
ぱ
、
物
価
水
準
は
生
産
価
格
体
系
下
の
水
準
以
下
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ヘ
ス
バ
イ
ラ
ル
的
に
下
落
し
よ
う
。
例
え
ぱ
、
阿
部
真
也
教
授
は
、

わ
れ
わ
れ
同
様
、
今
日
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
独
占
価
楮
の
成

立
と
い
う
実
体
経
済
に
お
い
て
生
じ
た
競
争
関
係
の
変
容
か
ら
解

明
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
議

論
の
具
体
化
に
お
い
て
は
、
高
須
賀
義
博
教
授
の
「
相
対
価
楮
調

整
機
構
論
」
の
徹
底
化
に
解
決
の
遣
を
求
め
ら
れ
、
独
占
部
門
に

お
け
る
人
為
的
過
少
蓄
積
・
供
給
、
非
独
占
部
門
に
お
け
る
蓄

穫
・
供
給
不
足
、
従
っ
て
全
部
門
で
の
過
少
蓄
穣
・
供
給
の
発
生

を
説
き
、
そ
こ
か
ら
全
般
的
物
価
騰
貴
を
導
か
れ
る
。

　
全
般
的
過
少
蓄
積
・
供
給
の
起
点
は
独
占
価
椿
設
定
に
伴
う
独

占
部
門
に
お
け
る
人
為
的
過
少
蓄
積
・
供
給
で
あ
る
。
独
占
「
価

格
は
資
本
の
自
由
な
参
入
を
阻
止
す
る
こ
と
に
よ
る
π
「
θ
の
人

為
的
な
制
隈
の
結
果
で
あ
る
」
（
阿
部
真
也
「
独
占
価
格
と
イ
ン

フ
レ
ー
シ
冒
ン
」
『
金
融
経
済
』
〃
、
一
九
六
八
年
一
〇
月
、
四

四
頁
）
。
こ
の
よ
う
に
、
氏
は
「
独
上
］
価
楮
1
1
参
入
阻
止
価
格
」

（
同
、
三
八
頁
）
と
理
解
さ
れ
、
独
占
部
門
で
の
人
為
的
作
用
に

よ
る
過
少
供
給
の
発
生
を
説
か
れ
る
。
参
入
阻
止
価
格
論
者
が
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

ら
認
め
る
よ
う
に
、
「
参
入
阻
止
価
楕
の
本
質
は
…
供
給
制
限
」

に
あ
り
、
参
入
阻
止
価
格
論
は
、
事
実
上
生
産
価
格
に
対
応
す
る

供
給
水
準
以
下
へ
供
給
量
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
非
独
占
利
潤

は
お
ろ
か
平
均
利
潤
を
上
回
る
独
占
利
潤
が
実
現
す
る
と
説
く
の

で
あ
る
が
、
阿
部
氏
は
こ
の
議
論
を
そ
の
ま
ま
容
認
さ
れ
、
独
占

部
門
に
お
い
て
過
少
蓄
稜
・
供
給
が
人
為
的
に
形
成
さ
れ
る
と
説

く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
こ
の
独
占
部
門
に
お
け
る
人
為

的
過
少
供
給
は
、
「
非
独
占
部
門
で
の
費
用
価
格
の
上
昇
」
（
阿
都
、

前
掲
論
文
、
四
二
頁
）
、
あ
る
い
は
「
賃
銀
の
高
位
平
準
化
傾
向
」

（
同
）
に
よ
り
非
独
占
部
門
の
利
潤
を
圧
追
し
、
非
独
占
部
門
に

お
い
て
過
少
蓄
積
・
供
給
を
不
可
避
と
す
る
。
「
不
等
価
交
換
に

も
と
づ
く
非
独
占
部
面
で
の
利
潤
率
の
低
落
は
－
非
独
占
部
面
に

お
け
る
限
界
企
業
の
脱
落
や
蓄
積
カ
の
減
退
を
も
た
ら
し
、
供
給

力
W
－
θ
が
減
少
す
る
」
（
同
）
。
二
う
し
て
、
独
占
、
非
独
占
両

部
門
共
に
過
少
供
給
と
な
り
、
供
給
不
足
に
よ
る
超
過
需
要
の
発

生
か
ら
す
ぺ
て
の
都
門
で
市
場
価
格
は
上
昇
す
る
こ
と
に
な
る
。

「
独
占
価
格
の
維
持
と
波
及
に
も
と
づ
く
供
給
構
造
の
変
化
」
す

な
わ
ち
「
供
給
の
制
隈
お
よ
ぴ
供
給
の
不
足
が
も
た
ら
さ
れ
、
価

猪
の
上
方
シ
フ
ト
が
お
こ
る
の
で
あ
る
」
（
同
、
四
四
頁
）
。

　
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
独
占
費
本
主
義
下
の
供
給
構
造
上
の
一

般
的
か
つ
構
造
的
特
賀
は
独
占
…
過
剰
蓄
積
、
非
独
占
H
過
少
蓄

積
の
格
差
構
造
に
あ
る
が
、
そ
う
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
全
般
的
過

少
蓄
積
・
供
給
イ
ン
フ
レ
説
は
そ
の
論
理
の
整
合
性
に
お
い
て
重
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大
な
自
己
矛
盾
を
孕
む
。
す
な
わ
ち
、
全
般
的
過
少
蓄
稜
・
供
給

と
一
般
的
物
価
上
昇
と
は
そ
も
そ
も
両
立
し
な
い
。
表
式
分
析
か

ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
需
要
は
そ
れ
自
体
で
独
立
に
存
在
す
る
も

の
で
は
な
く
、
供
給
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
側
面
を
持
つ
。
す
べ

て
の
部
門
で
、
過
少
蓄
横
・
供
給
が
生
じ
、
再
生
産
規
模
が
縮
小

す
る
状
況
に
お
い
て
は
、
景
気
下
向
局
面
の
場
合
と
同
様
、
需
要

が
総
体
的
に
減
退
し
、
そ
れ
ゆ
え
販
売
減
少
、
所
得
減
少
が
生
じ
、

事
態
は
一
層
の
需
要
減
少
へ
と
進
展
し
よ
う
。
氏
は
、
全
部
門
で

の
過
少
供
給
の
下
で
「
も
し
非
独
占
に
対
す
る
需
要
θ
1
w
が
一

定
に
維
持
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ぱ
、
価
樒
は
上
昇
せ
ざ
る
を
え
な

．
い
」
（
同
、
四
二
頁
）
圭
言
わ
れ
る
が
、
こ
の
需
要
一
定
と
い
う

仮
定
は
、
他
方
の
金
般
的
過
少
供
給
と
い
う
仮
定
と
は
矛
盾
す
る
。

あ
ら
ゆ
る
部
門
で
の
過
少
供
給
、
再
生
産
規
模
の
縮
小
は
、
所
得

条
件
の
悪
化
に
よ
り
す
べ
て
の
部
門
で
需
要
曲
線
の
下
方
シ
7
ト

を
必
然
化
し
、
そ
の
た
め
物
価
水
準
は
下
落
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

社
会
的
再
生
産
の
縮
小
過
程
に
お
い
て
も
相
対
価
椿
変
動
は
生
じ

う
る
が
、
し
か
し
そ
れ
は
あ
く
ま
で
一
般
物
価
水
準
の
下
落
と
い

う
枠
内
に
お
い
て
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
価
格
カ
ル
テ
ル
と
供

給
構
造
の
関
連
の
分
析
に
際
し
、
価
格
カ
ル
テ
ル
と
需
要
構
造
の

関
連
の
分
析
に
よ
り
得
ら
れ
た
一
般
物
価
水
準
の
上
昇
と
い
う
結

論
を
前
提
と
し
て
議
論
を
進
め
た
が
、
そ
う
し
た
需
要
分
析
の
縞

果
を
そ
の
ま
ま
前
提
と
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
の
は
杜
会
的
総
投

下
資
本
規
模
を
一
定
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
方
の
過

少
に
対
し
他
方
の
過
剰
を
設
定
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　
独
占
と
非
独
占
と
の
間
の
蓄
稽
、
供
給
上
の
椿
差
構
造
の
設
定

は
悉
意
的
な
仮
定
で
は
な
い
。
そ
れ
は
価
格
カ
ル
テ
ル
に
よ
る
需

要
構
造
修
正
の
必
然
的
産
物
で
あ
る
。
そ
し
て
、
需
要
曲
線
の
上

方
シ
フ
ト
の
下
で
一
段
上
昇
し
た
価
格
体
系
は
、
格
差
構
造
の
形

成
に
よ
り
相
対
価
格
面
の
修
正
を
被
り
、
新
た
に
非
独
占
部
門
に

お
い
て
も
市
場
価
格
の
生
産
価
格
か
ら
の
上
方
背
離
が
生
じ
、
か

く
し
て
独
占
、
非
独
占
を
間
わ
ず
す
べ
て
の
部
門
で
市
場
価
楮
は

生
産
価
格
か
ら
上
方
に
背
離
す
る
。
と
同
時
に
、
需
要
曲
線
の
独

占
的
上
方
シ
フ
ト
に
よ
っ
て
生
じ
た
物
価
水
準
の
高
位
化
は
、
椿

差
構
造
に
よ
る
相
対
価
楮
上
の
修
正
を
受
け
な
が
ら
も
、
今
で
は

需
要
条
件
に
加
え
て
楕
蓋
構
造
と
い
う
供
給
面
で
の
基
盤
を
獲
得

す
る
。
独
占
価
椿
設
定
に
伴
う
需
要
曲
線
の
上
方
シ
フ
ト
と
、
物

価
水
準
の
上
昇
さ
ら
に
は
樒
差
構
造
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
因
果
の
関

係
に
あ
る
と
同
時
に
、
同
じ
盾
の
裏
表
と
し
て
互
い
に
前
提
し
あ

う
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
蓄
積
格
差
と
イ
ン
フ
レ
の
関
連
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
は
す
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で
に
松
石
勝
彦
『
独
占
資
本
主
義
の
価
楕
理
論
』
（
一
九
七
二
年
、

　
新
評
論
、
第
一
〇
章
）
が
あ
る
。

（
2
）
　
高
須
賀
義
博
『
現
代
個
樒
体
系
諭
序
説
』
（
一
九
六
五
年
、
岩

　
波
薔
店
）
　
一
六
〇
員
。

四
　
格
差
構
造
の
固
定
化
と
物
価
の
累
積
的
上
昇

　
前
節
ま
で
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
価
樒
カ
ル
テ
ル
に
よ
る

独
占
価
格
の
成
立
を
起
点
と
す
る
独
占
、
非
独
占
両
部
門
で
の
価

格
水
準
の
上
昇
、
従
っ
て
一
般
物
価
水
準
の
上
昇
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
は
、
い
わ
ぱ
、
独
占
的
市
場
構
造
の
下
で

は
自
由
競
争
下
の
場
合
と
比
較
し
て
物
価
水
準
が
一
段
高
ま
る
こ

と
の
説
明
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
目
ン
と
は

単
な
る
物
価
水
準
の
高
低
の
間
題
で
は
な
く
、
物
価
水
準
が
一
度

な
ら
ず
次
々
と
傾
向
的
に
上
昇
し
て
い
く
事
態
で
あ
る
。
物
価
水

準
の
高
低
問
題
と
物
価
水
準
の
傾
向
的
上
昇
運
動
と
は
密
接
に
関

連
す
る
が
同
じ
事
柄
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
節
で
は
、
議
論

を
さ
ら
に
進
め
一
般
物
価
水
準
の
高
位
化
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
如
何
に

し
て
傾
向
的
、
連
続
的
上
昇
メ
カ
ニ
ズ
ム
ヘ
転
化
す
る
の
か
を
解

明
す
る
。

　
一
般
物
価
水
準
の
上
昇
機
構
は
連
続
的
・
累
積
的
上
昇
機
構
の

基
礎
を
な
す
が
、
単
な
る
前
者
の
延
長
線
上
に
後
者
の
機
構
が
設

定
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
非
独
占
部
門
に
つ
い
て

見
れ
ぱ
自
ず
と
明
ら
か
で
あ
る
。
す
で
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
非
独

占
部
門
の
平
均
価
楮
が
椿
差
構
造
の
形
成
に
よ
り
、
具
体
的
に
は

過
少
蓄
穣
・
供
給
に
よ
っ
て
生
産
価
椿
水
準
か
ら
上
方
へ
推
移
す

る
こ
と
を
見
た
が
、
非
独
占
価
格
の
傾
向
的
上
昇
が
こ
の
格
差
構

造
の
拡
大
、
非
独
占
都
門
の
過
少
供
給
の
激
化
に
よ
る
も
の
で
あ

れ
ば
、
つ
ま
り
非
独
占
価
格
の
ス
バ
イ
ラ
ル
的
上
昇
運
動
と
過
少

蓄
積
・
供
給
の
激
化
と
が
同
値
の
関
係
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
非
独

占
価
格
の
上
昇
運
動
は
ほ
ど
な
く
中
止
さ
れ
よ
う
。
と
い
う
の
は
、

格
差
構
造
は
無
限
に
拡
大
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
樒
差
拡
大
に
は

限
度
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
第
一
に
、
独
占
部
門
に
お
い
て

過
剰
蓄
稜
・
供
給
が
激
化
し
、
そ
の
た
め
独
占
的
超
過
利
潤
を
消

失
し
か
ね
な
い
事
態
と
な
れ
ば
、
独
占
は
数
量
カ
ル
テ
ル
、
投
資

制
限
に
よ
っ
て
そ
れ
以
上
の
過
剰
化
を
制
限
す
る
。
そ
の
独
占
に

よ
る
過
剰
化
の
制
限
は
、
独
占
部
門
で
の
過
剰
と
表
裏
一
体
関
係

に
あ
る
非
独
占
部
門
で
の
過
少
化
を
制
約
す
る
。
第
二
に
、
な
に

よ
り
も
、
格
差
が
拡
大
し
続
け
れ
ば
、
一
方
で
独
占
価
格
は
下
落

し
続
け
、
他
方
で
非
独
占
価
格
は
上
昇
を
続
け
、
い
ず
れ
相
対
価

橋
の
逆
転
が
生
じ
る
。
非
独
占
価
格
の
独
占
価
格
に
対
す
る
相
対
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的
有
利
化
は
、
利
潤
率
格
差
を
逆
転
し
、
従
っ
て
格
差
構
造
の
拡

大
は
中
止
さ
れ
、
そ
の
是
正
化
が
生
じ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
格
差

拡
大
に
は
隈
界
が
あ
り
、
そ
の
た
め
格
差
拡
大
に
伴
う
非
独
占
価

格
の
上
昇
は
ほ
ど
な
く
終
焉
し
よ
う
。
非
独
占
価
椿
の
上
昇
と
椿

差
拡
大
と
が
必
ず
並
行
的
に
進
む
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ぱ
、
非
独

占
価
格
の
累
積
的
上
昇
は
生
じ
え
な
い
。

　
非
独
占
価
楕
に
つ
い
て
右
に
述
べ
た
こ
と
は
独
占
価
格
に
つ
い

て
も
当
て
は
ま
る
。
す
で
に
、
生
産
財
独
占
部
門
に
お
い
て
独
占

的
価
格
つ
り
上
げ
は
需
要
曲
線
の
上
方
シ
フ
ト
を
伴
い
、
さ
ら
一
に

需
要
曲
線
の
上
方
シ
フ
ト
は
、
格
差
構
造
を
も
た
ら
す
と
同
時
に

そ
の
格
差
構
造
は
上
方
シ
フ
ト
の
存
立
条
件
と
な
る
こ
と
を
見
た

が
、
独
占
価
格
の
累
積
的
上
昇
、
需
要
曲
線
の
累
積
的
上
方
シ
フ

ト
に
お
い
て
も
、
そ
れ
が
必
ず
格
差
構
造
の
拡
大
を
伴
い
、
拡
大

と
共
に
進
行
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
格
差
構
造
の
拡
大
が
収
束
す

る
と
同
時
に
独
占
価
格
の
上
昇
も
収
東
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
す
な

わ
ち
、
前
節
ま
で
で
考
察
し
た
独
占
的
市
場
稽
造
下
で
の
一
般
物

価
水
準
の
上
昇
は
、
物
価
の
ス
パ
イ
ラ
ル
的
上
昇
の
い
わ
ぱ
助
走

　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

的
第
一
段
階
を
な
す
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
基
礎
的
第
一
段
階
が
イ
ン

フ
レ
ー
シ
ョ
ン
ヘ
発
展
す
る
に
は
さ
ら
に
ヨ
リ
具
体
的
な
条
件
を

必
要
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
一
般
物
価
水
準
の
ス
パ
イ
ラ
ル
的
上
昇
は
、
格
差
構
造
の
成
立

を
す
で
に
前
提
と
す
る
新
た
な
事
態
で
あ
り
、
物
価
水
準
上
昇
の

第
一
段
階
の
一
層
の
具
体
化
、
展
開
で
あ
る
。
結
論
を
先
取
り
し

て
言
え
ぱ
、
第
一
段
階
と
区
別
さ
れ
る
ス
パ
イ
ラ
ル
過
程
の
特
徴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

は
、
第
一
段
階
で
形
成
さ
れ
た
権
差
構
造
の
固
定
化
と
そ
の
下
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

の
独
占
、
非
独
占
両
部
門
の
需
要
曲
線
の
相
互
的
上
方
シ
フ
ト
運

、動
に
あ
る
。
再
ぴ
図
3
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
し
か
し
図
3
は

こ
こ
で
は
期
間
概
念
を
導
入
し
格
差
構
造
固
定
化
の
下
で
の
需
要

曲
線
の
相
互
的
上
方
シ
フ
ト
、
市
場
価
格
の
累
積
的
上
昇
を
示
す

も
の
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
図
3
に
お
い
て
、
さ
一
、
皇
、
o
は
f

期
な
り
（
“
十
H
）
期
の
各
部
門
の
生
産
価
格
を
、
そ
し
て
、
§
一

童
旨
は
各
生
産
価
楕
に
対
応
し
た
蓄
穣
・
供
給
規
模
を
示
す
。

ど
の
期
に
お
い
て
も
市
場
価
格
体
系
、
蓄
積
・
供
給
構
造
の
独
占

に
よ
る
歪
み
は
、
当
期
の
生
産
価
楮
体
系
か
ら
の
偏
差
と
し
て
示

さ
れ
る
。
な
お
、
ま
期
と
（
叶
十
－
）
期
の
生
産
価
椿
体
系
間
の
相

違
は
、
単
に
度
量
標
準
の
違
い
、
つ
ま
り
生
産
価
楕
の
各
目
的
表

示
上
の
違
い
に
あ
り
、
他
の
条
件
は
す
べ
て
等
し
い
と
仮
定
さ
れ

る
。

　
そ
こ
で
市
場
価
樒
の
ス
バ
イ
テ
ル
的
上
昇
の
事
態
で
あ
る
が
、

ま
ず
‘
期
に
独
占
部
門
に
お
い
て
需
要
曲
線
が
d
♂
へ
上
方
シ
フ
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ト
さ
れ
、
楕
差
構
造
の
形
成
に
よ
り
市
場
価
格
が
、
』
（
ま
■
o
）
か

ら
）
、
、
（
、
、
由
。
o
）
へ
上
昇
し
た
と
し
よ
う
（
物
価
上
昇
の
第
一
段

階
）
。
と
す
れ
ぱ
、
不
換
制
下
で
は
、
自
動
的
に
”
事
実
上
の
度

量
標
準
の
低
下
・
を
進
行
さ
せ
、
従
っ
て
生
産
価
楕
が
そ
の
分
名

眉
的
に
上
昇
す
る
。
症
期
か
ら
（
叶
十
H
）
期
に
か
け
て
基
準
価
格

は
一
段
名
目
的
に
高
ま
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
一
般
物
価
水
準

の
上
昇
に
伴
い
所
得
、
有
効
需
要
は
名
目
的
に
膨
張
し
、
よ
っ
て

需
要
曲
線
D
〃
は
、
独
占
部
門
に
お
い
て
も
非
独
占
部
門
に
お
い

て
も
上
方
ヘ
シ
フ
ト
す
る
。
工
期
か
ら
（
“
十
H
）
期
に
か
け
て
需

要
曲
線
刀
〃
も
一
段
名
目
的
上
昇
を
遂
げ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
（
舳
十
－
）
期
に
お
い
て
、
一
段
上
昇
し
た
生
産
価
椿
き
（
、
共
o
）

お
よ
び
需
要
曲
線
刀
〃
の
下
で
、
独
占
部
門
の
需
要
曲
線
が
再
ぴ

上
方
に
つ
り
上
げ
ら
れ
、
従
っ
て
ま
た
格
差
構
造
が
再
生
産
さ
れ

れ
ぱ
、
f
期
の
場
合
と
同
様
市
場
価
楕
は
き
、
、
一
、
、
由
も
へ
と
上

昇
す
る
。
だ
が
、
（
甘
十
H
）
期
、
基
準
価
楕
き
（
阜
o
）
と
共
に
需

要
曲
線
刀
〃
は
す
で
に
亡
期
の
そ
れ
よ
り
上
方
に
シ
フ
ト
し
て
い

る
の
で
、
（
｝
十
H
）
期
の
市
場
価
楮
、
ト
、
、
一
、
、
貝
o
は
ま
期
の
市
場

価
格
さ
、
、
一
、
、
〉
o
を
泌
ず
上
回
る
。
こ
う
し
て
、
（
帥
十
－
）
期
以

降
も
、
独
占
は
自
己
の
需
要
曲
線
を
次
々
と
つ
り
上
げ
、
他
方
非

独
占
部
椚
で
は
そ
の
箱
果
需
要
曲
蝦
が
炊
々
と
上
方
に
シ
フ
“
↓
、

一
段
高
ま
っ
た
需
要
曲
線
の
下
で
図
3
の
価
樒
上
昇
プ
ロ
セ
ス
が

絶
え
ず
繰
り
返
し
再
生
産
さ
れ
物
価
の
ス
バ
イ
ラ
ル
的
上
昇
が
生

ず
る
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
期
間
を
明
示
的
に
入
れ
て
価
椿
の
累
積
的
上
昇
を
図

示
し
た
の
が
図
4
で
あ
る
。
ま
期
、
独
占
部
門
で
の
需
要
曲
線
員

や
、
の
s
呉
、
へ
の
つ
り
上
げ
の
結
果
、
生
産
価
格
㌔
き
㌔
由
一
〇

は
ま
ず
㌔
ト
一
い
V
一
自
■
O
へ
そ
れ
ぞ
れ
上
昇
す
る
（
第
一
段
）
。
　
。
そ

し
て
、
ス
バ
イ
ラ
ル
的
上
昇
の
第
一
歩
は
第
一
段
に
お
け
る
物
価

上
昇
の
非
独
占
部
門
の
需
要
曲
線
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
始
ま
る
。

す
な
わ
ち
、
圭
期
の
物
価
上
昇
が
原
因
と
な
ウ
て
非
独
占
部
■
門
の

需
要
曲
線
貝
き
、
は
b
王
b
、
壬
へ
上
方
シ
フ
ト
す
る
。
だ

が
、
独
占
は
こ
の
新
た
な
条
件
の
下
で
自
ら
の
需
要
曲
線
3
喜
、

を
包
王
副
、
…
へ
再
び
つ
り
上
げ
る
。
そ
の
結
果
、
‘
期
に
続
き

（
叶
十
－
）
期
に
お
い
て
も
、
非
独
占
価
格
は
㌔
、
由
も
か
ら
一
。
㌔
、
ぎ
o

へ
、
独
占
価
格
は
一
～
、
、
か
ら
・
・
、
』
、
、
へ
と
上
昇
す
る
。
以
下
、

楕
差
構
造
が
固
定
的
に
再
生
産
さ
れ
る
下
で
、
非
独
占
部
門
か
ら

独
占
部
門
へ
、
独
占
部
門
か
ら
非
独
占
部
門
へ
、
需
要
曲
線
の
上

方
シ
フ
ト
が
累
積
的
に
進
行
し
、
市
場
価
椿
は
ス
バ
イ
ラ
ル
的
に

上
昇
す
る
。

　
そ
れ
で
は
、
以
上
見
た
物
価
の
ス
バ
イ
ラ
ル
的
上
昇
の
事
撞
は
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非考虫占音盾門

生産量’生産量

独占部門

具
体
的
に
如
何
な
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
っ
生
て
ず
る
の
か
。
す
な

わ
ち
、
椿
差
構
造
は
、
。
何
故
に
是
正
さ
れ
る
こ
と
な
く
再
生
産
さ

れ
繰
り
返
し
新
た
な
価
格
上
昇
の
土
台
と
な
る
の
か
。
ま
た
、
格

差
構
造
の
下
で
、
独
占
、
非
独
占
両
部
門
の
需
要
曲
線
は
何
故
に

次
々
と
上
方
シ
フ
ト
を
続
け
る
の
か
。
物
価
上
昇
第
一
段
階
で
の
・

一
般
物
価
上
昇
の
根
因
は
価
格
カ
ル
テ
ル
に
あ
っ
た
が
、
ス
バ
イ

ラ
ル
的
上
昇
に
お
い
て
も
価
格
カ
ル
デ
ル
は
中
心
的
役
割
を
担
う
。

し
か
し
、
ス
バ
イ
ラ
ル
過
程
に
お
い
て
は
、
さ
ら
に
物
価
上
昇
第

一
段
階
か
ら
導
か
れ
る
貨
幣
賃
銀
の
上
昇
が
不
可
欠
の
媒
介
環
を

な
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
貨
幣
賃
銀
の
問
題
を
考
察
す
べ
く
ま
ず
非
独

占
消
費
財
都
門
o
か
ら
見
て
い
こ
う
。

、
独
占
的
価
格
つ
り
上
げ
が
も
た
ら
す
楕
差
構
造
に
よ
っ
て
非
独

占
価
樒
と
し
て
の
消
費
財
価
椅
が
上
昇
す
る
こ
と
は
す
で
に
見
た

が
、
そ
の
消
費
財
個
格
の
上
昇
は
、
・
貨
幣
賃
銀
一
定
の
下
で
実
質

賃
銀
の
低
下
を
も
た
ら
す
。
こ
の
実
質
賃
銀
低
下
は
一
時
的
な
も

の
で
は
な
く
構
造
的
な
も
の
で
あ
り
、
格
差
構
造
の
形
成
セ
並
行

し
て
生
ず
る
実
質
賃
銀
の
低
下
が
顕
著
と
な
れ
ば
、
労
働
者
は
貨

幣
賃
銀
の
目
減
り
を
回
復
す
べ
く
賃
銀
引
き
上
げ
を
要
求
す
る
。

他
方
、
支
払
い
条
件
は
、
市
場
価
格
の
上
昇
に
よ
っ
て
す
で
に
与

え
ら
れ
て
い
る
。
製
品
価
椿
の
上
昇
は
、
利
潤
増
大
の
下
で
原
材
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料
コ
ス
ト
、
賃
銀
コ
ス
ト
上
昇
に
対
す
る
受
容
余
地
を
各
個
別
資

本
に
与
え
る
。
か
く
し
て
、
実
質
賃
銀
低
下
に
抗
し
て
な
さ
れ
る

賃
銀
引
き
上
げ
要
求
と
支
払
い
条
件
が
合
致
し
、
賃
銀
上
昇
が
実

現
す
る
。
一
部
の
論
者
は
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
目
ン
発
生
に
か
か
わ

る
賃
銀
上
昇
を
独
占
的
超
過
利
潤
の
一
都
労
賃
へ
の
分
配
、
お
よ

ぴ
労
賃
の
高
位
平
準
化
傾
向
を
媒
介
と
す
る
非
独
占
利
潤
の
一
部

労
賃
へ
の
分
配
と
規
定
す
る
が
、
賃
銀
の
引
き
上
げ
は
一
般
物
価

水
準
の
上
昇
に
よ
っ
て
失
っ
た
実
質
賃
銀
の
回
復
を
意
図
す
る
も

の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
賃
銀
騰
賛
の
物
価
上
昇
に
対
す
る
遅
れ
は
、

そ
の
間
の
賃
銀
コ
ス
ト
比
率
の
低
下
に
よ
り
利
潤
分
配
率
を
押
し

上
げ
る
。

　
各
部
門
に
お
け
る
貨
幣
賃
銀
の
上
昇
は
、
消
費
財
需
要
者
で
あ

る
労
働
者
の
所
得
条
件
を
好
転
さ
せ
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
o
消
費

財
部
門
の
需
要
曲
線
を
上
方
に
シ
フ
ト
す
る
。
貨
幣
賃
銀
の
上
昇

は
、
o
都
門
に
対
す
る
有
効
需
要
を
増
加
さ
せ
、
市
場
価
格
決
定

を
め
ぐ
る
三
面
的
競
争
関
係
に
お
い
て
売
り
手
側
を
有
利
に
し
、

市
場
価
格
を
引
き
上
げ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
過
少
供
給
に
よ
る
価
格

上
昇
に
、
需
要
曲
線
の
上
方
シ
フ
ト
が
加
わ
り
、
o
部
門
の
市
場

価
楕
は
二
重
に
上
昇
す
る
。
図
4
で
示
せ
ぱ
、
㌔
o
は
王
き
、
．
へ

と
上
昇
す
る
。
こ
の
王
き
、
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
利
潤
率
は

必
ず
㌔
ト
、
、
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
独
上
］
部
門
の
利
潤
率
を
上
回

る
。
仮
に
、
o
部
門
の
利
潤
率
が
未
だ
ω
独
占
部
門
よ
り
低
い
と

す
れ
ぱ
、
o
消
費
財
非
独
占
部
門
の
過
少
蓄
積
は
一
層
進
み
過
少

供
給
故
の
価
椿
上
昇
、
さ
ら
に
は
実
質
賃
銀
低
下
か
ら
貨
幣
賃
銀

上
昇
そ
し
て
需
要
曲
線
の
上
方
シ
フ
ト
が
一
層
進
み
・
つ
い
に
は

○
部
門
の
価
椿
・
利
潤
率
は
相
対
的
に
ω
都
門
の
そ
れ
を
必
ず
上

回
る
に
至
る
。

　
㈲
部
門
の
ω
独
占
部
門
に
対
す
る
相
対
価
楕
・
利
潤
率
の
有
利

化
は
、
生
産
財
購
買
カ
・
蓄
穣
カ
の
相
対
的
有
利
化
で
あ
る
。
し

か
も
、
部
門
間
競
争
に
よ
っ
て
ω
部
門
か
ら
o
部
門
へ
資
本
移
動

が
触
発
さ
れ
る
。
実
際
に
、
以
上
の
こ
と
が
実
現
さ
れ
れ
ぱ
、
図

5
の
①
↓
②
の
ル
ー
ト
を
へ
て
過
少
蓄
積
は
解
消
さ
れ
、
第
一
段

階
で
す
で
に
生
じ
た
度
量
標
準
の
低
下
に
よ
り
生
産
価
格
は
㌔
q

か
ら
・
・
㌔
o
へ
上
昇
す
る
も
の
の
、
そ
の
下
で
再
ぴ
生
産
価
格

体
系
が
成
立
し
よ
う
。
椿
差
構
造
は
解
消
さ
れ
実
質
賃
銀
も
元
の

水
準
に
回
復
し
よ
う
。
ε
期
の
生
産
価
格
一
“
（
㌔
q
）
が
…
、
』

（
‡
㌔
o
）
に
上
昇
し
た
に
と
ど
ま
り
、
そ
れ
以
上
の
市
場
価
椿
の

上
昇
は
生
じ
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
独
占
が
物
価

上
昇
第
一
段
階
に
お
い
て
の
み
機
能
し
、
以
後
独
占
は
そ
の
実
を

失
い
そ
の
機
能
を
停
止
し
た
場
合
の
話
で
あ
る
。
そ
の
場
合
に
独
、
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第
一
段
階
で
生
じ
た
格
差
構
造
と
そ
の
下
で
の
価
格
体
系
の
歪
み

は
、
低
下
し
た
度
量
標
準
の
下
で
は
あ
れ
、
貨
幣
賃
銀
の
上
昇
を

媒
介
と
し
て
是
正
さ
れ
再
び
生
産
価
楮
が
成
立
し
そ
れ
以
上
の
物

価
水
準
の
上
昇
は
生
じ
な
い
。

　
だ
が
、
実
際
に
は
、
独
占
は
、
非
独
占
部
門
の
相
対
価
格
が
回

復
し
利
潤
率
が
独
占
都
門
の
利
潤
率
を
上
回
る
や
否
や
、
再
ぴ
個

椿
カ
ル
テ
ル
に
よ
っ
て
㌔
』
、
、
（
図
4
）
か
ら
…
き
、
、
へ
価
椅
つ

　
。
り
上
げ
を
は
か
り
、
非
独
占
部
門
の
利
潤
率
の
回
復
を
名
目
化
す

る
。
つ
ま
り
、
独
占
は
、
利
潤
率
の
逆
転
に
伴
っ
て
生
ず
る
非
独
占

都
門
の
独
占
部
門
に
対
す
る
追
加
的
有
効
需
要
を
需
要
曲
線
の
再

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
最

5図

非独占部門

上
方
シ
フ
ト
阜
皐
、
↓
皐
。
も
、
…
（
図
4
）
に
吸
収
す
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
非
独
占
部
門
で
は
実
際
に
は
図
5
で
示
し
た
①
か
ら

②
へ
の
均
衡
点
の
移
動
は
生
ず
る
こ
と
な
く
、
上
方
に
シ
フ
ト
し

た
需
要
曲
線
b
王
b
、
…
の
下
で
第
一
段
階
と
同
じ
論
理
に
よ
り

格
差
構
造
が
形
成
・
再
生
産
さ
れ
、
非
独
占
価
格
は
‘
期
㌔
o
、

で
あ
っ
た
も
の
が
（
吊
十
一
）
期
に
は
三
、
q
、
へ
と
さ
ら
に
上
昇
す

る
。
樒
差
構
造
が
、
貨
幣
賃
銀
の
上
昇
を
媒
介
と
し
て
非
独
占
都

門
の
需
要
曲
線
を
上
方
に
シ
フ
ト
す
る
が
故
に
、
単
な
る
楕
差
構

造
の
再
生
産
・
固
定
化
に
よ
っ
て
非
独
占
価
格
は
（
｝
十
－
）
期
に

お
い
て
も
上
昇
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
非
独
占
都
門
の
需

要
曲
線
の
上
方
シ
フ
ト
を
契
機
と
す
る
格
差
構
造
是
正
化
の
動
き

は
独
占
的
価
樒
カ
ル
テ
ル
に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
価

格
体
系
の
歪
み
は
修
復
さ
れ
る
こ
と
な
く
一
層
の
物
価
上
昇
過
程

に
入
る
。

　
以
上
、
ω
独
占
部
門
と
o
非
独
占
部
門
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ

た
こ
と
は
、
ω
部
門
と
⑲
非
独
占
部
門
の
関
係
に
つ
い
て
も
妥
当

す
る
。
但
し
、
生
産
財
を
供
給
す
る
㈲
都
門
の
需
要
曲
線
の
上
方

シ
フ
ト
は
、
貨
幣
賃
銀
上
昇
の
直
接
的
結
果
と
し
て
で
は
な
く
、

◎
部
門
の
需
要
曲
線
の
上
方
シ
フ
ト
を
媒
介
と
し
て
生
ず
る
。
賃

銀
上
昇
は
、
o
部
門
の
需
要
曲
線
を
上
方
に
シ
フ
ト
す
る
の
だ
が
、
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そ
の
上
方
シ
フ
ト
に
よ
り
、
㈲
都
門
に
対
す
る
需
要
者
で
あ
る
o

部
門
の
所
得
条
件
が
好
転
し
、
そ
の
た
め
㈲
部
門
の
需
要
曲
線
は

上
方
に
シ
フ
ト
す
る
。
し
か
し
、
過
少
供
給
お
よ
ぴ
需
要
曲
線
の

上
方
シ
フ
ト
に
よ
る
⑧
部
門
の
利
潤
率
の
上
昇
は
、
o
部
門
の
場

合
同
様
、
独
占
価
椿
の
再
つ
り
上
げ
に
吸
収
さ
れ
、
格
差
構
造
の

解
消
に
は
つ
な
が
ら
な
．
い
。
従
っ
て
、
㈲
部
門
に
お
い
て
も
、
上

方
シ
フ
ト
し
た
需
要
曲
線
b
…
b
、
王
（
図
4
）
の
下
で
、
楕
差

構
造
が
再
生
産
・
固
定
化
さ
れ
、
一
非
独
占
価
楮
は
‘
期
㌔
自
、
か

ら
（
－
十
－
）
期
王
、
宙
、
へ
と
さ
ら
に
上
昇
す
る
。
な
お
、
そ
の
た

め
o
部
門
に
と
っ
て
は
、
所
得
条
件
の
好
転
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

㈲
部
門
に
対
す
る
追
加
支
出
は
対
ω
部
門
の
場
合
と
同
様
単
な
る

名
目
的
な
も
の
と
な
り
o
部
門
の
供
給
カ
拡
大
に
は
結
び
つ
か
な

い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
貨
幣
賃
銀
の
上
昇
は
、
物
個
上
昇
構
構
の
一
環

と
し
て
そ
の
内
に
組
み
込
ま
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
価
格
カ

ル
テ
ル
に
よ
る
格
差
構
造
の
再
生
産
、
つ
ま
り
実
質
賃
銀
の
低
位

固
定
化
の
下
で
の
こ
と
で
あ
る
。
一
般
的
に
は
賃
銀
上
昇
は
、
資

本
の
有
機
的
構
成
（
Q
ミ
）
の
相
違
に
対
応
し
た
相
対
価
楕
変
動

を
も
た
ら
す
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
価
格
総
額
の
増
大
を
も
た
ら
す

こ
と
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
賃
銀
と
利
潤
と
は
背
反
関
係
に
あ
り

そ
の
た
め
一
方
の
賃
銀
上
昇
は
他
方
の
利
潤
低
下
を
伴
い
総
付
加

価
値
・
総
有
効
需
要
は
一
定
に
保
た
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、

独
占
資
本
主
義
に
お
い
て
は
、
す
で
に
見
た
よ
う
な
形
で
賃
銀
上

昇
は
物
価
上
昇
の
一
環
を
な
す
に
至
る
。
そ
れ
は
、
貨
幣
賃
金
上

昇
を
媒
介
と
す
る
非
独
占
部
門
の
需
要
曲
線
の
上
方
シ
フ
ト
↓
非

独
占
部
門
の
桐
対
価
楕
の
好
転
に
よ
る
樒
差
構
造
。
是
正
化
の
動
き

が
独
占
価
椅
の
再
つ
り
上
げ
に
よ
っ
て
阻
止
さ
れ
、
そ
の
た
め
貨

幣
賃
銀
上
昇
に
よ
っ
て
も
結
局
実
質
賃
銀
の
上
昇
は
実
現
せ
ず
利

潤
分
配
率
の
低
下
も
生
じ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
賃
銀
上
昇
に
基
づ

く
相
対
価
格
変
動
に
際
し
、
独
上
］
は
そ
れ
を
自
己
の
価
楕
の
再
つ

り
上
げ
に
利
用
し
、
そ
の
結
果
非
独
占
価
楮
は
さ
ら
に
上
昇
し
、

そ
の
た
め
賃
銀
上
昇
は
、
分
配
関
係
を
労
働
者
に
有
利
化
す
る
二

と
に
は
な
ら
ず
、
そ
の
ま
ま
社
会
的
総
有
効
需
要
の
増
加
と
な
り

⊥
．
般
物
個
水
準
の
上
昇
要
因
と
な
る
。

　
楕
差
構
造
の
形
成
に
基
づ
く
物
価
上
昇
は
、
稲
差
構
造
の
再
生

産
に
基
づ
く
物
価
上
昇
へ
と
発
展
し
、
以
後
物
価
上
昇
は
累
積
過

程
に
入
る
。
‘
期
か
ら
（
朴
十
H
）
期
に
か
け
て
生
じ
た
物
価
上
昇

は
、
（
叶
十
H
）
以
降
も
連
綿
と
し
て
横
み
上
げ
ら
れ
て
ゆ
く
。
第
一

段
階
に
続
＜
（
い
十
H
）
期
に
か
け
て
の
物
価
上
昇
は
、
消
費
財
価
椿

の
上
昇
…
実
質
賃
銀
低
下
を
契
機
と
す
る
貨
幣
賃
銀
上
昇
を
始
点
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と
し
た
が
、
そ
の
賃
銀
上
昇
は
、
独
占
価
樒
の
再
つ
り
上
げ
↓
楮

差
構
造
の
再
生
産
に
よ
り
非
独
占
価
格
従
っ
て
消
費
財
価
楮
の
一

層
の
上
昇
に
結
果
し
、
そ
れ
ゆ
え
最
初
に
投
げ
ら
れ
た
サ
イ
は
再

び
振
出
し
に
も
ど
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
実
は
物
価
上
昇
の
繁

積
性
は
す
で
に
ま
期
の
第
一
段
階
で
与
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
以
後
累
積
過
程
を
辿
る
（
7
＝
）
期
の
物
価
上
昇
は
、

貨
幣
賃
銀
の
上
昇
に
よ
っ
て
一
段
上
方
シ
フ
ト
し
た
各
部
門
の
需

要
曲
線
の
下
で
、
第
一
段
階
の
物
個
上
昇
機
構
が
再
生
産
さ
れ
た

も
の
に
す
ぎ
ず
、
ま
た
そ
の
再
生
産
の
べ
ー
ス
と
な
る
上
方
シ
フ

ト
し
た
需
要
曲
線
、
さ
ら
に
は
上
方
シ
フ
ト
の
原
因
と
な
っ
た
賃

銀
上
昇
は
、
第
一
段
階
で
形
成
さ
れ
た
格
差
構
造
の
必
然
的
産
物

だ
か
ら
で
あ
る
。
独
占
的
市
場
構
造
下
、
価
楮
カ
ル
テ
ル
に
よ
っ

て
一
旦
生
じ
た
物
価
上
昇
は
、
自
ら
次
の
物
価
上
昇
を
生
み
出
し
、

繰
り
返
し
繰
り
返
し
物
価
を
押
し
上
げ
て
い
く
の
で
あ
る
。

む
す
ぴ

　
従
来
の
主
要
な
イ
ン
フ
レ
理
論
、
例
え
ぱ
、
貨
幣
供
給
側
を
重

視
す
る
貨
幣
数
量
説
、
あ
る
い
は
貨
幣
需
要
側
を
重
視
す
る
デ
ィ

マ
ン
ド
プ
ル
説
、
コ
ス
ト
・
プ
ヅ
シ
ュ
説
は
、
す
ぺ
て
一
部
門
モ

デ
ル
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
事
実
上
各
個
別
資
本
間
の
競
争
関
係
は

産
業
資
本
主
義
の
下
で
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
対
等
・
平
等
で
あ

る
と
想
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
今
日
の
独
占
質
本
主
義
下
、
独
占

と
非
独
占
と
の
間
に
お
い
て
対
等
、
平
等
な
競
争
関
係
は
成
立
せ

ず
、
独
占
は
カ
ル
テ
ル
に
よ
り
非
独
占
資
本
に
対
し
競
争
上
優
位

に
立
つ
。
ま
さ
に
そ
う
し
た
競
争
関
係
の
変
容
が
イ
ン
フ
レ
ー
シ

ョ
ン
の
発
生
基
盤
を
な
す
の
で
あ
る
。

　
イ
ン
フ
レ
ー
シ
目
ン
の
根
源
は
、
実
体
経
済
内
都
の
価
格
カ
ル

テ
ル
に
あ
り
、
価
楮
カ
ル
テ
ル
は
独
占
、
非
独
占
両
部
門
の
需
要

曲
線
の
相
互
的
上
方
シ
フ
ト
運
動
を
も
た
ら
し
、
物
価
の
ス
バ
イ

ラ
ル
的
上
昇
を
引
き
起
こ
す
。
第
一
に
、
価
楕
カ
ル
テ
ル
は
、
生

産
財
独
占
部
門
の
需
要
曲
線
の
上
方
シ
フ
ト
を
も
た
ら
す
。
価
樒

カ
ル
テ
ル
は
、
独
占
部
門
内
の
相
互
取
引
の
拡
大
を
通
し
て
そ
こ

に
一
種
の
超
過
需
要
状
態
を
作
り
出
す
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
独

占
部
門
で
の
需
要
曲
線
の
上
方
シ
フ
ト
は
非
独
占
部
門
の
需
要
曲

線
の
上
方
シ
フ
ト
を
も
た
ら
す
。
独
占
部
門
で
の
需
要
曲
線
の
上

方
シ
7
．
ト
ほ
、
楕
差
構
造
σ
形
成
を
不
可
避
と
す
る
が
、
過
少
蓄

積
・
供
給
に
よ
る
消
費
財
価
掩
の
上
昇
は
、
実
質
賃
銀
低
下
を
契
．

機
と
し
て
貨
幣
賃
銀
の
上
昇
を
も
た
ら
し
、
賃
銀
所
得
の
増
加
↓

追
加
需
要
の
発
生
に
よ
り
非
独
占
部
門
に
お
い
て
も
超
過
需
要
状

態
が
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
第
三
に
、
非
独
占
部
門
で
の
需
要
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一橋論叢 第93巻 第5号　（44）

曲
線
の
上
方
シ
フ
ト
は
、
独
占
都
門
の
需
要
曲
線
の
再
つ
り
上
げ

を
も
た
ら
す
。
非
独
上
］
部
門
の
需
要
曲
線
の
上
方
シ
フ
ト
は
、
非

独
上
口
部
門
の
独
占
部
門
に
対
す
る
追
加
購
買
カ
を
実
現
す
る
が
、

独
占
は
価
楮
カ
ル
テ
ル
に
よ
り
そ
の
追
加
的
有
効
需
要
を
名
目
化

し
単
な
る
自
部
門
の
超
過
需
要
に
転
化
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、

独
占
価
格
の
再
つ
り
上
げ
は
格
差
構
造
の
解
消
を
妨
げ
そ
れ
を
固

定
化
し
、
非
独
占
価
格
の
一
層
の
上
昇
を
不
可
避
と
す
る
。

　
か
く
し
て
、
価
櫓
カ
ル
テ
ル
は
、
独
占
部
門
か
ら
非
独
占
部
門

へ
、
さ
ら
に
非
独
占
部
門
か
ら
独
占
部
門
へ
と
次
々
に
超
過
需
要

を
連
鎖
的
累
積
的
に
波
及
さ
せ
市
場
価
楮
を
ス
バ
イ
ラ
ル
的
に
押

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
〕

し
上
げ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
貨
幣
数
量
説
に
お
い
て
は
追
加
的
貨
幣
の
投
入
が
、
ま
た
ケ
イ

　
　
ン
ズ
的
需
要
イ
ン
フ
レ
説
に
お
い
て
は
追
加
需
要
が
、
そ
し
て
賃
銀

　
　
コ
ス
ト
プ
ヅ
シ
ュ
説
に
お
い
て
は
賃
銀
上
昇
が
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
ン
7

　
　
レ
の
根
本
原
因
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
根
本
原
因
は
す
ぺ

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
て
与
件
と
し
て
外
生
的
に
与
え
ら
れ
て
お
り
、
従
っ
て
こ
れ
ら
の
イ

　
　
ン
7
レ
理
論
は
す
ぺ
て
理
論
的
な
完
結
性
を
欠
く
。
こ
れ
に
対
し
本

　
稿
で
提
示
し
た
モ
デ
ル
は
、
超
過
需
要
の
累
積
プ
ロ
セ
ス
を
か
坐
鉗

　
　
に
説
明
し
て
お
り
、
モ
デ
ル
と
し
て
の
完
結
性
を
持
つ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
講
師
）
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